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序

石見町は農業生産の向上と、安定した農業経営を目指して、昭和40

年代半ばから圃場整備事業に積極的に取り組んで参りました。その事

業の一環として、井原地区天蔵寺原の圃場整備及び町道新設工事が計

画され、それに伴い計画区内の天蔵寺・寺の前遺跡の発掘調査を実施

しました。

石見町は遺跡の町と言われるように、多くの埋蔵文化財が所在して

いますが、石見町の歴史を証左する資料に乏しく、発掘調査は限られ

たものしか行なわれておりません。しかし、今回の発掘調査で当町の

古代の一端を知ることができました。その調査の成果をここに報告い

たします。

本報告書が郷上の歴史をひもとく一助となり、文化財への理解を深

める資料として広く活用されますことを希望いたします。

最後になりましたが、調査や報告書作成に当たり、懇説丁寧にご指

導いただいた元島根大学教授田中義昭先生、島根県文化財保護指導委

員吉川正氏、島根県教育庁文化財課をはじめ、お力添をいただいた関

係各位に厚くお礼申し上げます。

平成16年 3月

石見町教育委員会

教育長 立 木 光 男



例  言

1.本書は、石見町教育委員会が町当局 (農村整備課)よ り委託を受けて、1999年 (平成11年)9
月から2000年 (平成12年)8月末まで実施 した天蔵寺・寺の前遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は次の組織で行った。

調 査 主 体  石見町教育委員会

調 査 員  大橋  覚 (石見町教育委員会社会教育課文化財係)
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西尾 克己 (島根県埋蔵文化財調査センター)

守岡 正司 (島根県教育庁文化財課)

事 務 局  山本 繁文 (石見町教育委員会教育長)

立木 光男 (石見町教育委員会教育長)

天川 芳幸 (石見町教育委員会社会教育課長)

原  拓矢 (石見町教育委員会社会教育課文化財係)

遺 物 整 理  大屋由香里 (石見町教育委員会臨時職員)

坂根 記子 (石見町教育委員会臨時職員)

発掘作業員  原野千恵子、石橋佐和子、大屋カズヨ、高畑 重幸、岩根 久枝

駅場 豊子、上田 忠市、竹川 秀雄、米田 秋燈、小川フジエ

森脇 春雄、服部 正刃、大野 友瑞、兼  節子、小笠原隼人

大田 智史、中江 夏樹、長谷川政義

3.挿図中の方位は、国土調査法による第Ⅲ座標系の軸方向である。矢印 (N)も 同様な方向を示

す。

4.遺跡の遺構配置図の作成は大屋ハイテック株式会社に依頼 した。

5。 出土品の実測、浄書については下記の方々の手を煩わせた。記 して負うところ明らかにし、お

礼を申し上げる。

井上喜代女 福原恭子 藤原 舞 山本敦子 村田理恵

6.本書の編集は、田中義昭氏主宰のいなか舎の全面的な指導と協力をえて、大橋 覚、原 拓矢

が行なった。

7,現地調査に当っては地元町民を初めとして多くの方々の支援・協力を受けた。また、解場春喜

氏他の町文化財保護審議会委員の支援をいただき、出土遺物の鑑定等については西尾克己氏、

守岡正司氏に多 くの教示をいただいた。ともども記 して感謝を申し上げる次第である。

8。 遺跡・遺構の写真は大橋が撮影し、遺物の撮影は会下和宏氏 (島根大学埋蔵文化財調査センター)

に依頼 した。

9.本調査で出土又は採取 した遺物及びこれに係る実測図 。写真等は石見町教育委員会において保

管 している。

10。 本遺跡は、当初圃場整備による記録保存として取 り扱 うこととしたが、調査後に寺の前地区に

ついては、その遺跡構造と出土遺物の重要性に鑑み、計画を変更 して全面保存とし、町当局よ

り追加予算を得て真砂土被覆による現地保存を行なった。ここに町当局の英断を称え、また、

調整・指導をいただいた島根県教育委員会に対 し厚 く御礼を申し上げる。
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第 1章 調査の経緯

第 1章 調査の経緯

1.調査に至る経緯

天蔵寺・寺の前遺跡は島根県邑智郡石見町大字井原地内に位置する。 この一帯に農業基盤整備促

進事業として圃場整備及び町道新設工事が計画された。事業実施に先立 って計画地区内の埋蔵文化

財の有無、発掘調査の可否等に関 して町農村整備課より町教育委員会に問い合わせがあり、必要な

対応を行なうこととなった。

天蔵寺区は以前の町内分布調査により須恵器が採集されたことで遺跡として認定され、『島根県

遺跡目録』(島根県教育委員会刊.1978年 )に「天蔵寺原遺跡」の名称で登録されていた。その後、

この遺跡は『増補改訂 島根県遺跡地図Ⅱ (石見編)』 (島根県教育委員会刊.1992年)で は「消滅」

と記載されている。また、寺の前区については平成 7年の試掘調査において柱穴様 ピットと弥生土

器片、須恵器片が検出されて遺跡と確認され、発見届けが石見町より提出された。

以上のような経過から当初は上記 2区を別個の遺跡として扱い、字名から天蔵寺原遺跡、寺の前

遺跡とした。平成11年 4月 に寺の前遺跡の発掘調査について町農村整備課より依頼があり、協議の

結果、平成11年 6月 から、消滅 したとされる天蔵寺原遺跡遺在について再度の確認と寺の前遺跡の

全面調査を町教育委員会において実施することとなった。天蔵寺原遺跡とされた一帯の地形は、遺

跡名称のもととなった天蔵寺の門前に展開する緩斜面であり、その斜面から段丘状の平坦面に位置

するのが寺の前遺跡とした区域である。その標高差は天蔵寺面が200m前後、寺の前面が190mで約

10mと なる。こうした地形の状況から天蔵寺原遺跡と寺の前遺跡とした区域は本来一体のものとし

て扱 うのが適当であり、本報告では両者を一つの遺跡とし、かつて天蔵寺原遺跡とした区域を天蔵

寺区とし、その下方平坦部に位置する寺の前遺跡を寺の前区として記述することとした。

2.発掘調査の経過

天蔵寺・寺の前両区の発掘調査は、厳冬期を挟んで凡そ 1年余の時間を要 した。この間、積雪や

降雨による作業中止の期間も少なからずあったが、天蔵寺区については トレンチによる斜面堆積層

の状況を把握 した後に斜面全体 (約3000だ)を地山面まで掘削 した。作業は、耕作土や以前の水田

造成時の盛土を重機により除去 し、その下部の黒色土層 (厚 さ約50cm)を人力で掘 り下げた。そ

の結果、標高195m～ 193mの 斜面中央部から北よりの箇所において多数のピット群や土坑と黒色土

中より古墳時代後期から奈良・平安時代の須恵器 。土師器、中 。近世陶磁器類、輸入陶磁器等が出

土 した。

寺の前区は水田土壌を重機で除去 した後に全面発掘 (約4000だ)を行い、弥生時代中期後葉の竪

穴住居址、奈良時代の竪穴住居址群、大規模な掘立柱建物群を検出し、それぞれの時代の土器、さ

らに中 。近世陶磁器類、輸入陶磁器等の遺物が大量に得 られた。調査は平成12年 3月 をもって終了

した。なお、寺の前区については平成11年 9月 から発掘調査に着手 し、翌12年 3月 に一応の調査を

終えたのであるが、その後、本区は石見地方において官衡的様相をもつ最大規模の古代集落址であ

ることが重視され、その保存について関係機関との協議がなされた。幸いにも町当局が本区の文化

財的意義を理解され、新たに町負担で遺構の保存処理が行なわれることとなった。 これにより、保
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存に必要な追加調査を12年 4月 から行い、同年 8月 末に作業を終えた。この間、諸事に忙殺されて

基本的な記録作業が遅滞 し、多 くの遺漏箇所が生 じたことは誠に遺憾であり、責任を痛感するとこ

ろである。

平成12年 9月 から、遺構・ 遺物検出作業の終了をうけて寺の前区遺構検出面全体に真砂土による

被覆がなされて保存が実現 したが、その作業は平成13年 1月 に終了 している。

0                                           10km

第 1図 石見町域と天蔵寺・寺の前遺跡位置図
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第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

1.遺跡の位置と自然環境

島根県邑智郡石見町は県のほぼ中央に位置する。本町を囲むような形で、南に瑞穂町、東に川本

町、北に桜江町、西に那賀郡旭町が隣接 している。町の北東部には山陰・ 山陽地方を結ぶ国道261

号が縦断 し、中央部を県道の皆井田江津線が横断 している。地形的に見れば、町中央に京太郎山が

あり、同山から延びる稜線によって南に於保知盆地、西に日貫山、北に日和盆地が区分され、それ

ぞれに集落が形成されている。

この一帯は「中国太郎」とも呼ばれる江の川水系に属するが、細かくみれば町中心部は濁川上流

域に当たる。 この上流域に形成されている於保知盆地は平地の少ない石見山間部にあっても農業に

とって比較的恵まれた地形を有 し、標高150mか ら300mの傾斜地に約565haの 耕地が開かれている。

昭和40年代より行われた土地改良事業により、盆地内耕地面積の約90街以上が圃場整備の対象とな

り、改良工事が進められてきた。

天蔵寺 。寺の前遺跡が位置する井原地区は東境を冠山 (859m)の卓状山地が塞ぎ、北半には向

歯無山・ 権現山・駒次山・長崎山の隆起山塊が平地を開ざしている。遺跡の北を南西から北東向き

に流れる井原川は、瑞芽峠 (瑞穂町)を発 して国道261号が走る谷を流れ下 り、井原地区東の皆井

田で東流する濁川に合流 している。濁川は、さらに権現山と駒次山の間を大きく侵食 して断魚渓の

景勝地を形成 し、川本町因原で江の川に注 ぐ。井原の地名の由来は、その昔お湯が湧き出ところで

湯源と称 し、それが転 じて井原となったとされている。また、遺跡の名称は井原川右岸高手にある

古刹天蔵寺の前面に広がる段丘平地が「天蔵寺原」と呼称されていることから借用 したものである。

2.町内遺跡の分布と調査

石見町域における遺跡の本格的な分布・発掘調査は、昭和31(1956)年 邑智郡内小学校に教員と

して赴任された故門脇俊彦氏が行なわれた調査活動からである。その後の40年代初め頃からは石見

町誌の編纂が始まり、古代史を担当された吉川正氏 (島根県文化財保護指導員)に よる分布調査ヘ

と引き継がれていった。吉川氏は町内全域を暗査され、その成果に立って石見町の古代史を記述さ

れている。 しか し、石見町誌にも「現にこれから石見町の古代史を解明 しようとしても、近世の

『かんな流 し』によって大部分の遺跡が破壊されていて、的確な叙述が困難な状態である。」との記

述があるように、「たたら」製鉄業が盛んであった矢上地区等では古代・中世遺跡が壊滅的な状態に

ある。また、詳細な分布調査は矢上 。中野地区において平成 2(1990)年及び平成 3(1991)年に

行なわれただけで、未だ町内全域までは及んでおらず、課題が残っている。

遺跡の分布状況は、道路新設、土地区画整備事業などの開発により不確定な部分が残っているが、

概ね矢上 。中野地区を含む於保知盆地を中心に同心円状に広がっている。町内では旧石器時代に属

する遺跡は未発見である。 しかし、近接の瑞穂町市木地区で後期旧石器時代の堀田上遺跡が発見さ

れたことなどから将来町域からも同様な遺跡が検出される可能性は高いといえる。縄文時代の遺跡

もほとんど不明の状態にある。わずかに日貫地区出上の草創期の尖頭器があり、矢上 。井原地区で

はこの時代の磨製石斧が採取されている。また、断魚渓の渓谷に臨む小平地 (築廻遺跡)ん らゝは縄
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第2章 遺跡の位置と歴史的環境

文後期の異形壷形土器が出土しているので縄文時代の遺跡が少なからず存在 していたことが推定さ

れる。

弥生時代になると、盆地の中程を流れる濁川両岸の段丘上にいくつかの遺跡が現れている。中野

地区余勢の原遺跡では前期から中期前半の土器が出土 している。中期前半の遺跡は石見地方ではあ

まり例がなく、この遺跡の存在意義は小さくない。他には中野地区で名古山遺跡、森の下遺跡、松

山遺跡、和泉原遺跡等で弥生土器が採集されている。名古山遺跡では「 V」 字溝の存在が確認され

ており、比較的規模の大きい集落が営まれていたものと思われる。同じく中野地区の中野仮屋遺跡

は大正 3年に銅鐸 2個 (扁平鉦式と突線錘 I式)の出土で知 られる。平成元 (1989)年 に再発掘が

行なわれて銅鐸の埋納坑が検出された。井原地区では天蔵寺・寺の前遺跡で円形プランの中期住居

址が発見され、この遺跡からl km下流の岩風呂遺跡からは太型蛤刃石斧の出上が伝えられている。

中山丘陵の最北端にある清源那遺跡では斜面に営まれた後期の住居址が検出された。こうした事実

は、井原川沿いに複数の弥生集落があったことを教えるものである。日貫地区では農村環境改善セ

ンター建設に伴う緊急調査で発見された湯谷悪谷遺跡が注目される。この遺跡は、日貫盆地を見下

ろす高地に営まれた後期の集落跡で竪穴住居址数棟と土坑墓が検出された。その中で大型の住居址

の覆土からは砂鉄系精錬淳が検出され、町内の古代製鉄の発生は弥生時代末期に遡ることが推定さ

れ、関心を呼んでいる。

古墳時代に入ると遺跡の数は急増する。中野・井原地区の境をなす中山丘陵上には弥生時代後期

から古墳時代後期にかけて多数の墳墓・古墳 (総数約130基)が営まれている。墳墓 。古墳群は尾

根単位にAか らFの 6区に分かれ、その中でB-1号 墳は小規模な前方後方墳で主体部の箱形石棺

からは方形板革綴短甲と鉄剣 。鉄斧等が出土 している。付近には弥生時代末期の低墳丘墓があり、

当地における支配層の形成について示唆するところがある。またD区の16号墳 も小規模な前方後円

墳であることが判明している。さらにD区の一古墳から櫛歯文鏡が出土していたことも確認された。

このように中山墳墓群は中野・井原地区における弥生時代から古墳時代の動向を物語る貴重な遺跡

であると同時に石見山問部の同時期の様子を知る上でも看過できない遺跡といえる。尾根上に営ま

れた古墳群としては中野地区の賀茂神社背後の丘陵上にある賀茂山古墳群があり、皆井田地区の丘

陵上にある実藤古墳からは鉄製鋤・鍬先が出土 し、下茅場地区では台地縁に位置する下川原古墳か

らは大型の袋状鉄斧が発見された。これらの諸古墳はいずれも横穴式石室が採用される以前のもの

で、その分布から盆地内各所に古墳時代前半期の集落が存在 したことがうかがえよう。事実、矢上

地区では霧の湯温泉施設建設の際に丘陵の緩斜面から古式上師器が採集されている。付近に集落が

存在 したことを示す事実と思われる。

古墳時代後期になると町域のあちこちに横穴式石室もつ古墳が築造されている。中野地区の割田

古墳は山麓斜面に造 られた円墳で、長さ 7m、 無袖式の比較的大型の石室が内蔵され、須恵器と土

師器の副葬が認められている (県指定)。 この他に中野地区には段原古墳群や仮屋古墳群といった

横穴式石室をもつ小規模な古墳群が存在する。同様に矢土地区には馬具等が出土 した塔の本古墳や

後原古墳、金田山古墳が知られ、井原地区では庄塚古墳、日和地区では城の前古墳、大畑古墳等が

存在する。これらの古墳は横穴式石室を有 し、須恵器を副葬する点で共通性があり、その分布 も町

域全体に行き渡っていることから古墳時代後期には町内に広 く集落の営まれたことが推定できる。

-4-



葎
蛤

僧

第 2図 調査対象地と周囲の遺跡



第 2章 遺跡の位置と歴史的環境

第 1表 石見町内遺跡地名表

番号 名 称 種  別 香 号 名 称 種 別

1 神田遺跡 集落跡 大の田城跡 城跡

茅場谷遺跡 集落跡 丸山城跡 城跡

3 築廻遺跡 散布跡 土床城跡 城跡

4 沖田原遺跡 集落跡 高水 I炉跡 製鉄遺跡

5 青笹遺跡 散布跡 高水Ⅱ炉跡 製鉄遺跡

6 大畑遺跡 集落跡 高水Ⅲ炉跡 製鉄遺跡

7 段原古墳群 古墳 中ノ谷炉跡 製鉄遺跡

8 仮屋古墳群 古墳 原山炉跡 製鉄遺跡

9 前竹古墳 古墳 智河原餌跡 製鉄遺跡

塔の本古墳 古墳 古炉跡 製鉄遺跡

11 後原古墳 古墳 新鋭跡 製鉄遺跡

庄塚古墳 古墳 大利炉跡 製鉄遺跡

城ノ前古墳 古墳 門谷炉跡 製鉄遺跡

大畑古墳群 古墳 田の迫炉跡 製鉄遺跡

旦原一号遺跡 散布地 萩原餌跡 製鉄遺跡

余勢城跡 城跡 熊山炉跡 製鉄遺跡

雲井城跡 城 跡 下城餌跡 製鉄遺跡

18 平城跡 城跡 長尾炉跡 製鉄遺跡

稲積城跡 城跡 74 志谷領跡 製鉄遺跡

熊 ヶ峠城 跡 城跡 野口 I炉跡 製鉄遺跡

郡山城跡 城跡 野口Ⅱ炉跡 製鉄遺跡

東屋城跡 城跡 毛土 I炉跡 製鉄遺跡

坂 ヶEIJ城跡 城跡 毛土 Ⅱ炉跡 製鉄遺跡

仮屋銅鐸出土地 銅鐸出土地 桧の迫炉跡 製鉄遺跡

片田遺跡 散布地 長崎炉跡 製鉄遺跡

絹田遺跡 集落地 ニノ峠炉跡 製鉄遺跡

ドンデ遺跡 石槍出土地 三ノ峠炉跡 製鉄遺跡

後原遺跡 集落地 田の原炉跡 製鉄遺跡

東明寺城跡 城跡 84 田元炉跡 製鉄遺跡

天蔵寺原遺跡(天蔵寺・寺の前遺跡) 集落跡 野原領跡 製鉄遺跡

茅場B遺跡 集落跡 駒次餌跡 製鉄遺跡
一本廻古墳 古墳 深膝川炉跡 製鉄遺跡

田代遺跡 石斧出土地 88 鯛の助餌跡 製鉄遺跡

金田山古墳 古墳 岩井谷 I炉跡 製鉄遺跡

落子遺跡 祭祀遺跡 岩井谷Ⅱ炉跡 製鉄遺跡

割田古墳 古墳 岩井谷Ⅲ炉跡 製鉄遺跡

中山古墳群 吉墳 城山餌跡 製鉄遺跡

弥 ヶ迫遺跡 散布地 仏一原炉跡 製鉄遺跡

加茂山古墳群 古墳 94 小深山炉跡 製鉄遺跡

風呂ヶ谷遺跡 散布地 沓撤炉跡 製鉄遺跡

41 要心院遺跡 散布地 青笹 I炉跡 製鉄遺跡
刀
生 余勢の原遺跡 散布地 青笹Ⅱ餌跡 製鉄遺跡

割田遺跡 散布地 98 青笹Ⅲ炉跡 製鉄遺跡

田ノ迫原遺跡 散布地 福原炉跡 製鉄遺跡

割田古墓 古墓 鉄穴原炉跡 製鉄遺跡

46 池ノ尻遺跡 散布地 大元谷炉跡 製鉄遺跡

和泉原遺跡 散布地 横宇津炉跡 製鉄遺跡

源太ヶ城跡 城跡 草井原餌跡 製鉄遺跡

牛之市城跡 城跡 104 椿 ヶ谷餌跡 製鉄遺跡

安養寺窯跡 窯跡 聖畑炉跡 製鉄遺跡

日和城跡 城跡 久竹炉跡 製鉄遺跡

浜井場瓦窯跡 窯跡 高尾瀬領跡 製鉄遺跡

抗 ヶ打城跡 城跡 落合炉跡 製鉄遺跡

岩風呂遺跡 石斧出土地 松原炉跡 製鉄遺跡

土居城跡 城跡 一 ッ播 領 跡 製鉄遺跡
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番号 名 称 種 月J 番号 名 称 種  別

道平山領跡 製鉄遺跡 仮屋第二古墓 古墓

日の城炉跡 製鉄遺跡 仮屋第一古墓 古墓

室原 I領跡 製鉄遺跡 ドウショウ坂古墓郡 古墓

114 室原Ⅱ炉跡 製鉄遺跡 左山遺跡 散布地

今原炉跡 製鉄遺跡 ドウショウ坂遺跡 散布地

滝の根領跡 製鉄遺跡 藤迫谷 5号炉跡 製鉄遺跡

横舟領跡 製鉄遺跡 藤迫谷 4号炉跡 製鉄遺跡

谷山餌跡 製鉄遺跡 妙見社上 2号領跡 製鉄遺跡

日和窯跡 窯跡 174 藤迫谷 6号餌跡 製鉄遺跡

中日和瓦窯跡 窯跡 藤迫谷 3号炉跡 製鉄遺跡

有安瓦窯跡 窯跡 妙見社上 1号領跡 製鉄遺跡

湯谷悪谷遺跡 集落跡 駒川内炉跡 製鉄遺跡

小掛谷遺跡 集落跡 大迫川 2号炉跡 製鉄遺跡

原製鉄遺跡 製鉄関係遺跡 大迫川 1号炉跡 製鉄遺跡

大原二号炉跡 製鉄遺跡
Ｏ
Ｏ 藤迫谷 2号炉跡 製鉄遺跡

大原一号炉跡 製鉄遺跡 藤迫谷 1号餌跡 製鉄遺跡

大原遺跡 製鉄関係遺跡 藤本屋遺跡 散布地

128 力沢谷遺跡 製鉄関係遺跡 萩原 1号餌跡 製鉄遺跡

力沢谷二号炉跡 製鉄遺跡 184 鹿子原 1号餌弥 製鉄遺跡

力沢谷一号領跡 製鉄遺跡
Ｏ
Ｏ 郡山 C地点遺跡 散布地

力沢谷二号餌跡 製鉄遺跡 郡山 B地点遺跡 級布地

力沢谷四号炉跡 製鉄遺跡
Ｏ
Ｏ 郡山遺跡 散布地

今原二号炉跡 製鉄遺跡 188 行広遺跡 散布地

134 上大畑谷一号領跡 製鉄遺跡 蕎麦谷 1号領跡 製鉄遺跡

上大畑谷二号炉跡 製鉄遺跡 表滝 2号領跡 製鉄遺跡

ホ トコロ領跡 製鉄遺跡 表滝 1号領跡 製鉄遺跡

平四郎堤上領跡 製鉄遺跡 蕎麦谷 2号炉跡 製鉄遺跡

138 上別所餌跡 製鉄遺跡 蕎麦谷 3号炉跡 製鉄遺跡

横岩領跡 製鉄遺跡 大久保遺跡 その他

門谷西餌跡 製鉄遺跡 今原たたら遺跡 製鉄遺跡

141 重屋領跡 製鉄遺跡 小松屋遺跡 祭祀遺跡・古墓

高鉄穴下餌跡 製鉄遺跡
下川原遺跡

土墳墓・
古墳・横穴墓143 矢渕炉跡 製鉄遺跡

144 萩原二号領跡 製鉄遺跡 御添山たたら跡 製鉄遺跡
刀
仕 嫁が渕奥二号餌跡 製鉄遺跡 清源那遺跡 集落跡

146 嫁が渕奥一号炉跡 製鉄遺跡 大地ノ元遺跡 集落跡

147 大元迫領跡 製鉄遺跡 西野原遺跡 散布地

148 萩原横手一号餌跡 製鉄遺跡 実藤古墳 吉墳

149 萩原横手二号炉跡 製鉄遺跡 吉川陣城跡 城跡

槙 ヶ迫遺跡 散布地 智河原 2号領跡 製鉄遺跡

反原遺跡 集落跡 鬼の本戸炉跡 製鉄遺跡

旦原二号遺跡 散布地 津和野奥筋往還 街道跡

中原遺跡 散布地 浜田二次往還 街道跡

鳥居の段一号遺跡 散布地

鳥居の段二号遺跡 散布地

余勢遺跡 散布地

坂木屋遺跡 散布地

松山遺跡 散布地

松山上遺跡 散布地

高野屋遺跡 散布地

森ノ下遺跡 散布地

名子山遺跡 散布地

左山古墓 古墓

大元迫遺跡 散布地

槙 ヶ迫上遺跡 製鉄関係
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第2章 遺跡の位置と歴史的環境

また、下川原遺跡 と湯谷悪谷遺跡では横穴墓 も発見され、前者では矢筒の一部が出土 して注 目され

た。異色の遺跡 として上げるべきは矢上地区の落子遺跡である。 この遺跡 は濁川左岸の丘陵斜面 に

あり、多数の上師器・須恵器 と手担土器や滑石製模造品が掘 り出されてお り、古墳時代の祭祀遺跡

として貴重な存在 といえる。

奈良 。平安時代の遺跡 としては円面硯出上の中野地区池 ノ尻遺跡がまず上 げられる。濁川左岸の

低地 に立地する遺跡で、その性格が問題 となろう。井原川沿いに位置する天蔵寺・ 寺の前遺跡は奈

良時代を中心 とする集落遺跡で竪穴住居址や大型の掘立柱建物跡が検出されている。詳細 は以下に

報告するところである。他 にも濁川・ 井原川沿いの低段丘面では奈良時代前後の須恵器片が採集 さ

れた遺跡 も多 く、今後、古代集落遺跡の発見例が増加することは十分予測 されるところである。例

えば、井原地区の大地 ノ元遺跡では斜面 に営まれた小規模な竪穴住居址 5棟か らなる集落跡が発見

されているが、 こうした小集落が盆地のあちこちに存在 したのであろう。町域外 になるが、近接す

る旭町重富遺跡で も奈良時代前後の集落跡が発掘 されてお り、 この時代に中山間地の開発が大いに

進捗 したものと思われる。

中世以降の遺跡 としては、山城跡、製鉄遺跡などが確認 されている。山城跡の立地 は、概ね尾根

を削平 して郭を形成す る。代表的な例 として井原地区の稲積城跡、雲井城跡、中野地区の源太 ヶ城

跡、余勢城跡等が上げられる。後述するように天蔵寺・ 寺の前遺跡か らは中世の遺物が多 く出土 し、

その中には輸入陶磁器や風字硯が含まれていて ここに中世土豪の館的集落が存在 したことをうかが

わせている。今後、 こうした集落遺跡 と山城跡をセットで捉えてい くことが必要であろう。

町内には至る所に製鉄遺跡が残されている。その多 くは斜面を「 L」 字状に削平 して平坦面を築き、

そこに製 (精)錬炉を構築するものである。その他にも鉄穴流 しに関する溝が見 られる遺跡 もある。 こ

うした製鉄遺跡は古代末から中 。近世に営まれたものであり、一部近代に操業されたたたら跡 も存在 し

ている。 日貫地区で発見された福原たたら跡は上下 2段に 6基の小舟を築いた大規模な床釣 り構造をも

つ「高殿たたら」で江戸時代中頃のものと推定されている。石見地方を代表する近世たたら跡の一例と

いえる。また、先述 したように、盆地北西部の山丘は砂鉄採取のかんな流 しによる地形変化が著 しく、

原始・ 古代から中世の遺跡は相当数失われたことが考えられるところである。 こうした事情は、いずれ

にしても、当地が石見地方有数の鉄生産地であったことを物語るものに他ならない。
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石見町教育委員会編『石見町の遺跡』1983年

松本岩雄・吉川 正「福原たたら跡調査報告書」『島根県生産遺跡分布調査報告書』1984年

島根県教育委員会編『島根県遺跡地図Ⅱ (石見編)』 4988年

石見町教育委員会編『中山古墳群発掘調査報告書一第3次―』1989年
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大学
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島根県教育委員会編『増補改訂島根県遺跡地図Ⅱ (石見編)』 1992年

石見町教育委員会編『中山古墳群 ―平成5年度実態調査概要報告書―』1994年
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石見町教育委員会編『一般県道皆井田江津線改良工事事業に伴なう埋蔵文化財発掘調査報告書 清源那違跡』(『石見町文

化財調査報告書』第16集 )1998年
石見町教育委員会編『一般県道皆井田江津線改良工事事業に伴なう埋蔵文化財発掘調査報告書 大地ノ元遺跡』(『石見

町文化財調査報告書』第17集 )1999年
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第 3章 天蔵寺区の遺構と遺物

第 3章 天蔵寺区の遺構と遺物

1.遺構と遺物の検出状態について

(1)概況 :傾斜部の上方 (道路 。天蔵寺住宅線の東側から天蔵寺前道路の間)の地山面からは円

形と方形の土坑状の落ち込み、「回」字状の竪穴遺構、柱穴状のピット約25個 を検出した。また、

調査区域の東側中央部 。標高最高部付近でも約15個の柱穴様 ピットを検出している。遺物の多 くは

発掘区域南よりの黒色土中から出上 した。この付近でも2個のピットが確認された。

(2)遺構 :「回」字状の遺構は東 (高)側壁が緩い円弧をなし、西 (低)側の壁と底面が失われ

ている。規模は南 。北壁間隔が約 4m。 本来は略方形の遺構であったと考えられるが、西側が黒色

土中に掘 られていたため検出ができなかったとも思われる。この遺構が竪穴住居址である可能性は

低いと判断した。

円形 (SK-01、 03)と 方形 (SK-02)の 土坑は古墓と思われる。SK-01は径1.2mで、断面が

やや袋状 ピットのように上方がすばまる気配を見せている。あるいは、貯蔵穴かとも思われるが断

定はできない。SK-03は浅い皿状で覆土中に拳大の角礫が多 く含まれていた。SK-02では、幼児

頭から拳程度の大きさの角礫と山石が方形墳丘状に坑の上に整然とした状態で敷き詰められ、その

下部に底面が平坦で四壁がきちんと直立する穴 (一辺約2.2m)が検出された。この遺構も古墓と

考えられる。これら3者に共伴遺物は無 く、時期は不明である。

柱穴様のビット群は北側の一群と東側中程の一群の 2グループがある。径20～ 60cm程度。その

分布状態に規則性が認められず、どのような建物に伴なう遺構かは判断できない。

2.出土遺物について

天蔵寺区からは発掘区域の南側を中心に多くの遺物が出土 している。これらは弥生土器、土師器、

須恵器、中・近世陶磁器類が主で、包含された土層から現在の天蔵寺境内付近の平坦部より転落・

移動 してきたものと考えられる。以下、各土器・陶磁器類について説明を加える。

(1)弥生土器 (第 5図 1～ 2、 図版�)

1は甕。緩 く外反する日縁の端部が少し上方に拡張されている。日縁全体は外傾 し、頚部は緩 く

湾曲。口縁外面には 3条の太い並行沈線が巡る。内面頚部以下ケズリ。V-1か 2と 見る。

2も甕。口縁部が複合状をなし、頚部は弓状に屈曲している。肩部は「なで肩」。口縁部には 3

条の並行沈線、頚部下には板状工具の端部を連続的に押 し付けた「ノ」字状の連続刺突文が施され

る。内面は頚部以下ケズリ。V-2で あろう。

(2)土師器 (第 5～ 6図 3～ 24、 図版�)

3～ 12は甕。 3～ 9は頚部から口縁部にかけて大きく「 く」字状に外反する。調整は、外面の回

縁部～頚部 ヨヨナデ、 5、 6以外は体部タテハケのちナデ、内面の口縁部はヨヨナデ、頚部～体部

ケズリのちナデである。 6は頚部下に並行沈線が施される。以上の甕は比較的器壁が薄 く、器形か

らも古墳時代の上師器と考えられる。10～ 12は 口・頚部の形状が古墳時代とした甕とは異なる。10、

12は小さく湾曲、11は 日縁部が外に小さく折れる。体部も膨 らみがほとんど認められない。調整は
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第3章 天蔵寺区の遺構と遺物

10、 12が外面で口縁部 ヨコナデ、頚部以下はハケ、ナデ、内面の口縁部～頚部ヨコナデ、体部ケズ

リである。

13、 14は必。13はやや深めの外 (塊)で外面にはハケロが残る。14は須恵器蓋郭の雰と同形で口

縁部に低 く内傾する蓋受けの立ち上がり部がある。内面はウルシと見られるペース ト状の顔料が付

着 していた。いずれも古墳時代後期に属すると思われる。

15、 16は土師質土器の鉢。時期は中 。近世と思われる。15は悟鉢で体部が逆「ハ」字状に開き、

日縁部が肥厚 している。調整は外面ナデ、内面はナナメハケのち 4条以上の括目を施す。16は片口

の鉢で体部が逆「ハ」字状に大きく開き、口縁部が幅広い突帯状に造 られる。調整は口縁部外面に

2条の凹線状の溝、体部5条の波状文、体部はナデのち指ナデ。内面はナデのち悟目のち指ナデ。 1

7は悟鉢の底部片。

18、 19は中世の雰の底部。外面には回転糸切り痕、内面強いナデ。

20～ 23は甑の把手。奈良時代頃か。牛角形のものである。

24は火格子、通風孔が残っている。時期は不詳。

(3)須恵器 (第 7～ 9図 25～ 63、 図版�・�)

須恵器は出土土器中でも量が多い。時期的には古墳時代後期から奈良・平安時代のものが含まれ

る。

25、 26、 28、 29は蓋ヌの蓋と身である。蓋は口径が小さいが、天丼はまだ高目。 7世紀前半であ

ろう。身はやや浅目だが、蓋受けは斜目上方に突出し、立ち上がり部も内傾するが、高さがある。

6世紀末から7世紀初の上器であろう。27は身の形態が蓋に逆転 した例。口径が小さく、天丼頂部

には宝珠形のつまみが付けられていたと思われる。31、 32は このタイプの蓋とセットになる身であ

る。 7世紀前半から中頃の上器であろう。33～86は奈良 。平安時代の雰と蓋である。28は輪状つま

みが付 く扁平な蓋で口縁部端に垂直面がある。 8世紀後半頃か。34、 36は高台が底部縁より少 し内

側に付 く。35に はきれいな回転糸切り痕が見られる。 9世紀後半から末の頃と思われる。

37～53は甕の口縁部と体部の破片である。38、 40、 41は頚部が「 く」字状に強 く屈折 している。

37、 39も 同様の形状を示すものであろう。口・頚部は回転ナデ仕上げ。これらは奈良時代に属する

と考えられる。42は外反度の強い口縁部。43～45は 直立状の回 。頚部で45は体部が張り出さない器

形である。石見空港大溢遺跡Ⅲ区の須恵器に類品がある。いずれも奈良時代後半頃のものと考えら

れる。46～ 53は体部片。外面には並行する叩き日、内面には同心円状の当て具痕のあるもの (47)、

重弧文状のもの (46、 49、 50、 52)、 車輪か花弁状のもの (51、 53)が識別できる。同心円状のも

のは古墳時代、重弧文状と花弁状のものは奈良時代とそれ以降の甕かと思われる。

54、 56は甕か深鉢状の器種が考えられる。外面には並行叩き目、内面は54が重弧文、56が車輪状

の当て具痕をもつ。56は丸底を呈する。55も 外面に並行叩き日、内面は同心円の当て具痕をナデ消

す。62は鉢。頚部が小さく「 く」字状に屈折 している。類品が江津市久本奥窯跡の北側盛土内から

検出されている。奈良時代後半頃のものと考えられる。

57、 58、 59は壷であろう。57は外反する日縁部で端部外面に狭い平坦面がある。58は直口壷。口

縁内面の端部が片刃状をなし、その下に浅い段が見 られる。これも久本奥窯跡北側盛土出土品に類

例がある。60は無頚壷で体部が算盤玉状に膨 らむ。63の高邦や64の提瓶。65の はそう胴部 と相似た
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時期、すなわち古墳時代後期か末期が考えられる。61は高台付の壷の体部片。石見空港大溢遺跡 I

区出上の高台付壷と類似する。奈良時代後半頃のものである。

(4)中国製陶磁器類 (10図66～ 82、 図版�)

66～ 71は青磁碗。67は龍泉系。口縁部片で片切り文の先端が認められる。68、 70も 龍泉系。口縁

部に鏑蓮弁文が見られる。71は龍泉系碗の底部。67以外は中世後半期のものである。72は青磁盤の

口縁部片。73～76は 白磁。73、 75、 76は碗である。75は玉縁日縁。これらは、いずれも平安時代末

から鎌倉時代にかかる頃のものと思われる。74は皿。体部が湾曲して開き、口縁部は小さく外反す

る。高台は高日で垂直に付 く。中世末のもの。

77～81は青花。77～79は皿。77、 78は 国縁部が小さく外反 し、端部が尖る。79は直線的に立ち上

がる体部・ 口縁部で端部が尖っている。内面に複線の斜格子文が帯状に付けられる。景徳鎮系。80

も景徳鎮系の青花碗。81は青花の小皿。景徳鎮系で外面底部に「大明年製」の銘文がある。82は藍

彩の小皿である。以上の青花等は16世紀を中心とした時期のものと思われる。

(5)国産陶磁器類 (10～ 13図83～ 135、 図版 Xlll)

83～ 87は備前系の播鉢。83～ 85は 国縁部が少 し肥厚 し、内面に 5条一単位の悟り目が一定の間隔

を置いて付けられている。備前ⅣAか らBに相当すると思われる。86、 87も 備前系悟鉢の底部であ

る。88は把手の破片で同じく備前系壷に付けられていたものであろう。以上の備前系陶器類は14世

紀～15世紀頃に時期比定できる。

89～95は唐津系の陶器類である。89は天目茶碗。90、 91は碗の底部。92は絵唐津の片口碗。93も

絵唐津で皿。94は盤。95は悟鉢。口縁部が折り返しの突帯になっている。以上の唐津系は16世紀末

頃から17世紀頃と思われる。

96～ 109は伊万里系の磁器類である。96は蓋で口縁内面に四方欅文が巡る。97～ 103は碗の破片。

97は外面に網目文が見られる。 105、 108は皿片。伊万里系の時期は近世とする。

110～ 116。 1191ま肥前系磁器類。114～ 116は悟鉢の口縁部、体部の破片。

117、 118は東播系の鉢の口縁部。120は瀬戸美濃系の瓶子の肩部分片。時期はやや朔って13世紀

後半期と考えられる。122～ 134は近世の陶磁器類である。碗・皿・鉢・橋鉢が見 られる。135、 137、

138、 139は瓦質土器類である。135は悟鉢片で口縁端部が内側に肥厚 している。137は鍋の回縁部片。

同じく口縁端部が肥厚 し、頂面に浅い窪みがある。138も 鍋片。136は土師質の悟鉢片。

(6)そ の他の遺物 (第 13図 140～ 147、 図版�)

140、 141は円面硯片。140は脚部が外に張る。141は海部が深 く、脚は細い。外面には緑色の釉が

掛かっている。いずれも須恵質。142は石製の鉢。口縁部が薄 く突帯状に仕上げられている。143は

磨り石。144～ 147は製鉄関連の遺物。144は羽口片。145は含鉄滓。146は鉄以外の金属滓。147は坑

形滓である。

天蔵寺区において出土 した代表的な遺物について述べたが、これらの中でも中国製陶磁器類の存

在やその他の遺物中で硯や製鉄関連遺物が見られたことは遺跡の性格を考える上で注意すべきこと

であるう。
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第 3章 天蔵寺区の遺構と遺物

第 2表 天蔵寺区出土遺物観察表

区

筋

掲

帝

�

番
器 種

法 量 (cm)
形態 。手法の特徴 色  調 胎 土 焼成 備  考

口径 器高 底径

l
甕

(弥生土器:

小 :口

頸
3粂の半何況線のろナデ
ナデ

にぶい黄橙色 粒砂
ｍｍ
の
む

３
度
含

”
程
を

良好 V-2
内 :ロ ーナデ

体―ケズリ

2
甕

(弥生土器

外 :ロ ー 3条の平行沈線
頸一連続刺突文
体―ナデ?

褐灰色
～ 3 mm V-1か 2

内 :ロ ーナデ
頸～体上―ケズリ
体中―ケズリのちナデ

3
甕

(上師器)

外 :口 ～頸―ヨコナデ
体―タテハケのちナデ

浅黄橙色
-3 mm

古墳時代
内 :ロ ーヨヨナデ

頸～体―ケズリのちナデ

4
甕

(土師器)

一　

一　

一

口
頸
体

外 ヨコナデ
ナナメハケ
キ旨ナデ

外

内

貢橙色

浅黄橙色
～ 3 mII や

良
や
不 風化 古墳時代

内 :口 ～頸―ヨコナデ
体―ケズリ

5
甕

(土師器)

外 :ヨ コナデ

浅黄橙色
～ 5 1nm

風化 古墳時代内 :口 ～頸―ヨコナデ
体上―ケズリ

6
甕

(土師器)

外 :ロ ーヨヨナデ
頸-4条の沈線
体上―ハケのちナデ

外

内

にぶい橙色
にぶい黄橙色

-4 nn
良好 古墳時代

内 :口 ～頸―ヨコナデ ハケ
体上―ケズリ

7
甕

(上師器)
202

外 :口 ～類―ヨコナデ
体一ハケ

にぶい褐色
～ 3 nln や

良
や
不 古墳時代

内 :ロ ーヨコナデ
頸～体―ケズリ

8
甕

(土師器)
156

外 :ハ ケの ち ナ デ

橙色
～ 3 mm

良 好 スス付着 古墳時代内 :口 ～頸―ハケのちナデのち指圧痕
体―ケズリ

9
甕

(上師器)

４ア
４ア
一

ナ

ナ

一

コ
ム
イ

ヨ

の

一

一
ケ

一

頸
ハ
一

”
二

口
体
一一

外

　

一
外

内

にぶい赤橙色
にぶい黄橙色

～ 5 mm や
良

や
不 古墳時代内 :ロ ーヨコナデ

頸一指圧痕
体―強いナデ

10
甕

(土師器)

外 :ロ ーヨヨナデ
頸～体―ハケのち指圧痕 外

内

浅黄橙色

橙色
～ 2 mm

良好
内 :口 ～頸―ヨヨナデ

体―ケズリ

11
賓

(土師器)

外 :ロ ーヨコナデ
体―ハケ

浅責橙色
～ 2 mm や

良
や
不 風 化一内 ア^

一ア

ナ

ナ
コ
い

ヨ
強

一

一

日
体

甕
(土師器)

外 :口 ～頸―ヨコナデ
体―多方向のハケのちナデ にぶい黄橙色 スス付着

内 :ケ ズ リ (入 金 う

13
朔

r+鮪哭尚
ハケのち指ナデ 指l■痕
指ナデ (ヨ コ)

にぶい黄橙色
～ 2 mm

良好 古墳時代後期

不
〔土師器)

ク ナ デ 外

内
にぶい褐色
灰楊色 密

や や
ス 建 古墳時代後期

悟鉢
(上師器)

外 :ナ デ
ロ端―浅い溝

外

内

灰黄褐色

褐灰色
粒砂

剛
の
む

１
度
含

一
程
を

良好
内 :ナ ナ メハ ケの ち 4峯以

「
の精 日

片口
(上師器)

外 :ロ ー 2条の凹線状の溝
体-5条の波状文 1条の凹線 にぶい黄橙色

～ 2 nln
中世

内 :ナ デ の ち指 ナ デ

17
悟抹

(土師質系:

外 :体― ナ デの ち指 ナ デ  指 圧 外 :に ぶい黄橙色
内 :暗灰黄色

3 mn

ナデのちTmP日 のち格ナデ イ旨,十狼

部
哭

底
師

′く
＋

イ
ｒ

回転 糸 切 り反 の ち ナ デ
浅黄橙色

-1 5mm や
良

や
不 金雲母 中世いチ デ

る (底部 )

(土師器 )

回監 糸 切 り展
明黄褐色

～ 2 mm
中世

い同環 ナ デ

把手
(土師器)

牛角状の把手 ナデ 指圧痕 橙色
-1 5nln

良好 奈良時代 (?)

把手
(十 師器)

牛角状把手 ナデ エ具痕 にぶい橙色
0 1mm～

奈良時代 (?)

把手
(土師器)

牛角状把手 ナデ 浅黄橙色
～1 5mml

奈良時代 (?)

把手
(土師器)

牛角状把手 ナデ 橙色
-l lnln

良好 奈良時代 (?)

火格子
(土師器)

起

にぶい橙色 密 金雲母一外 ナ デ
一内 ナ デ

芸

(須恵器) 醜
８５

外 :回転ナデ
底一回転ヘラおこしのちナデ 灰 色 粒砂

ｍｍ
の
む

２
度
含

一
程
を

7c前半
内 :同転 ナ デ

――且4-―
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区

赫

掲

帝

�

番
器 種

法 量 (cm)
形態・手法の特徴 色  調 胎  土 焼成 備  考

口 径 器高 底径

蓋
(須恵器)

外 (― グ ス リの うア ア

一ヽ回転ナデ
]転ナデ一内

灰 色 粒砂
卿
の
む

３
度
含

”
程
を

良好 7c前半

(須 i 器 )
100 外 :回 転 ナ デ

灰 色 密 7c前半内 :同 H・
―ナ デ

蓋
(須恵器)

142
外 :回転ナデ 外

内

灰黄褐色

灰色
～ 2 1nm

貼り付け輪状つまみ
8c後半
外 :自然釉 (薄 )

内 :墨付着内 :回転 ナ デ

雰
(須恵器)

外 :ほ部 付 ljT― ケ ス リ

灰褐色
′ヽヤ2 mm 6c末～ 7c初内 :体一回転ナデ

底一回転ナデのち指圧痕

雰
(須恵器)

外 1体一回転ナデ
底―ヘラおこしのちナデ 灰 色

-3 nm

内 :回転ナデ

31
(夕頁; 器 )

110 外 :回転 ナ デ
灰 色

～ l mm 7c前半～中頃内 :同祭 ナ

雰
(須恵器)

外 :体一回転ナデ ケズ リ反あり
底一ヘラおこし 灰色

～ 2 mm 7c前半～中頃
内 :同祭 ナ デ

雰
(須恵器)

外 回転ナデ
高脚-1条の溝
耐 浮 十 ↑一内

灰黄色
-2 nm

貼り付け高台付郭

郭
(須恵器)

高台径
100

外
肉 灰色 密 削り出し高台

司転 ナ デ

郭
(須恵器)

半 底

灰色 粒砂
ｍ
の
む

２
度
含

一
程
を

外 :体一回転ナデ
底一回転糸切り痕

内 :同嫌 ナ デ

郭
(須恵器) 講

８８
外 J転ナデ

灰色
～0 11rn

高台付琢一内 ¬転 ナ デ

37
賓

(須煮器う
外
内

回転ナデ

回転ナデ
灰貢色

～ 2 mm

甕
(須恵器)

外 :口端一凹繰状の濤
体―平行タタキロ

灰 色
-2 ndl

奈良時代後半
内 :口 ～端一回転ナデ

体一同心円状のタタキロ

餐
r密苗 哭 れ 回転ナデ 灰 色

～ l mm
奈良時代後半

甕
(須恵器)

口 豚 い
~恨

仁今狐

灰責掲色
-2 mm

奈良時代後半
外 :ロ ー回転ナデ

体―平行タタキロ

内 :ロ ー回転ナデ
体―同心円状のタタキロ

甕
(須恵器)

外 :ロ ー回転ナデ
体―格子のタタキロのちナデ にぶい黄橙色

～ 3 1nm
奈良時代後半

内 :同環 ナ デ

密
(須意器)

外 :回転ナデのち指圧痕
端―幅広の浅い溝 灰 色

～ 2 mm
奈良時代後半

内 :同環 ナ デ

甕
(須恵器)

250

外 :ロ ー回転ナデ
体―格子タタキロ

灰黄色
-2 mm

奈良時代後半
内 :ロ ー回転ナデのち指圧痕

体―同心円状のタタキロ

甕
(須恵器)

236

外 :ロ ー回転ナデ
斜目～上下の平行タタキロのち糧い
櫛歯状工具による平行沈線状の回転
糸切り痕 灰 色

～ 3 mm
奈良時代後半

内 :ロ ー回転ナデのちナデ
体―粗く太いタタキロ

45 甕
(須恵器)

外 :ロ ー回転ナデ
体―小さな格子文タタキロ (タ テ) 色灰

色
‥
灰

内
暗

外
釉

～ l mm
奈良時代後半

内 :ロ ー回転ナデ
体―同心円状のタタキロ

甕
(須恵器)

外 :上下方向のタタキロのち回転ナデ
カキロ状の回転糸切り痕

外

内
灰黄色

黄灰色
～ 2 mm や

良
や
不

肉 :日′ド、円珊 減 の ク タキ 日

甕
(須恵器)

外 :上―ナデ
上下方向のタタキロ (小 さい格子目) 灰色

-3 nn
良好

内 :同心円弧状のタタキ日

奮
(須恵器)

外 :RLの平行タタキロ (櫛 目状)のち
回転ナデ

外

内

にぶい橙色

褐灰色
～ l mm や

良
や
不

内 :ク クキ 日 (原体 ス 明  2繰 以 rう

甕
(須恵器)

外 :平行タタキロ (タ テ
内 :同心円弧状のタタキ

外 :狭臼色
内 :灰責色

-2 nlm

大型甕
(須恵器)

外 :上下方向の平行タタキロ (格子状)

一部回転ナデ
外

内
灰黄色

灰色

-l mm

内 :日′ド、円弧 減 の ク クキ 日

甕
(須恵器)

外 :上下方向の平行タタキロ (櫛 目状)

一部回転ナデ
外

内

灰黄色

灰白色
～ 2 mm

内 :童輪様 タタキロ
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図
版
号

器 種
法 量 (cm)

形態 。手法の特徴 色  調 胎 土 焼 成 備  考
口径 器高 底径

賓
(須恵器) 中紳一『

外
　
一内

しの半行タタ十日のち回転ナデ
回転糸切 り痕
減のクタキ日

灰色

～ l mm

程度の砂粒
を含む

良好

(須 ; i器 )

外 :上下方向の平行タタキロ
内 :車輪様のタタキロ

外 :灰白色
内 :灰黄色

～ l mm 9 {
禾自

甕
(須恵器)

外 :格子文タタキロ
内 :日 ′ド、日 減 の ク タキ 日

灰色
～ l mm

良好

甕
(循煮器 )

二の タ タ十 日

、円状 の ク タキ 日
明褐灰色

2 mm

甕
(須恵器)

外:襟
十三釆∈患絶享晟8'研牽菖

デ
外・内 :灰色
胎 とにぶい赤褐色

-2 mm
丸底

内 :体一同心円状のタタキロ (車輪文)

底―タタキ日のちナデ消し

57
(娼恵 器 )

ナデ
ナデのち指調率 指

「

雇
灰色

～ l mm

直口壷
(須恵器)

４アナちの痕状目キカ
線凹

目
の

ケ
条
デ

ハ
２
ナ

一　
一　
一

上
中
下

体
体
体

外
胎 :灰白色
釉 :灰色

ハV2mm
自然釉

肉 :ナ デ

(須 i 器 )

外 :灰色
内 :灰オリーブ色

～ 3 mm
自然釉

ナ デの ち指 ナ

霊付の小登

(須恵器)

外 :展
笞方軍目状の回転痕 暗灰色

～ 2 mm
古墳時代後期か末期

内 !同転 ナ デ の ち指

「

痕

萬台付の壷
(須恵器)

径

８

ム
ロ
（
」

亡
画
１́

外 :回転ナデ
底一回転糸切りのちナデ 灰色

～ 2 mm 貼り付け高台
奈良時代後半

内 !同転 ナ デ

鉢
(須恵器)

口～頸 一回転 ナ デ
灰 色

～ l mm
奈良時代後半

回転ナデ

外
一内

〔ナデ

`に

渇巻減のチデ鷹 灰色
z mn

古墳時代後期か末期
(術点 界 )

堤瓶の体部
鶴 鵞

―

外 :カ キロ (同心円状) 外

内
灰色
暗青灰色

-1 5mm
古墳時代後期か末期

内 :ナ デのち指圧痕

は妄争う
r短直果ぅ

条 の凹線  溝 にヘ ラ状工 具 痕
灰色

-l nlm
古墳時代後期か末期

ナ デ

碗
(陶磁器)

明緑灰色 密 青磁 中国 15c

碗
(陶磁器)

外 :片切り文
胎 :火自色
釉 :オ リーブ灰色 緻密

青磁 青雪泉窯 B-2類
13c後～14c前

碗
(陶磁器)

外 :蓮弁文 (細線)
胎 :灰白色
釉 :オ リーブ灰色

青磁 龍泉窯系
B-4類
15c後～16c前

碗
(陶磁 器 )

胎 :灰白色
釉 :オ リーブ灰色

青磁 能泉窯系
15 c D垣

碗
(陶磁器)

外 :連弁文
灰色
オ リーブ灰色

訥  藤蒻譜雫 D・
E類

碗
(陶磁器う 4 削り出し高台

火色
オ リーブ灰色

青磁 龍泉窯系
D類

盤
(陶磁器)

胎 !灰白色
釉 :灰緑色

青磁

碗
(陶磁器)

外 :ヘ ラ描文 灰白色 自磁  5毅 中国
■ c後～12c

皿
r臨紡哭

｀ 灰白色
白磁 E-1 16

碗
(陶磁器)

玉縁口縁
胎 :灰白色
釉 :透明

白磁  4類  中国
立与 茉

碗
(陶磁器)

胎 :灰白色
釉 :青白色

白磁 中世前期

皿
(陶磁器) 色

色
緑

灰
明

胎
釉

青花 中国
16c～17c

ll

(陶磁器)

外 :暇医 の Z条線 又

内 :1条 の幅 広 の繰 支

胎 !灰白色
文 :青灰色 青花 中国

皿
(陶磁器)

ユ車鉦薬_………………………………
八方欅文

色
色

自

由
灰
灰

恰
綸

言 化  景 偲 娯 糸
16c後半

碗
(陶磁器)

外 :龍文
胎 :灰白色
釉 :青白色
文 :青色

青花 景徳鎮系
16c後半

小皿
(陶磁器)

高台径
25

外 :1重線文 植物痕 色
色

白
緑
色

主目
ｍ明
圭目

胎
釉
文

青花 景徳鎮系
16c中 ～後半
外 :炉入り内 :植物痕

小皿
(陶磁器)

ルリ釉
色白

色
灰
藍

胎
釉 中国 16c

悟鉢
(陶磁器)

320
外 :ヨ コナ デの ち指 ナ テ 胎 :灰白色

オリーブ灰色
釉 :暗灰黄色

粒砂
側
の
む

３
度
含

”
程
を

備前 14c～ 15c
内 :ヨ コナデのち指ナデ 5条の悟目

指鉢
(陶磁器)

外 回転 ナ デ にぶい赤褐色 密 良好 備前 14c～ 15c一内 5条の信 目

悟鉢
(陶磁器)

290
外 :回転ナデ

灰黄色
～ 2 alШ

程度の砂粒
を含む

備前 14c後
内 :回転ナデのち悟目
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匡

筋

弓

幸

剰

番
器 種

法 量 (cm)
形態 。手法の特徴 色   調 胎  土 焼成 備  考

口径 器高 底径

悟鉢
(陶磁器)

外 :ヨ コナデのち指ナデ
底― ミガキ 外 :灰黄褐色

内 :灰色

～ 2 1nm

程度の砂粒
を含む

良好 備前 14c～ 15c

楢 琢
(陶磁 器 )

外 :ナ デ
暗茶灰色

-3 mll
備前 14c～ 15c

内 :ナ デの ち 4条以 卜の梧 日

把手
(陶磁器)

ナデ痕
外
胎

灰 色
灰 褐 行

～ l mm
備前 14c～ 15c

碗
(陶磁器)

体下部―無釉
崎
釉

白
褐

灰
黒 密 天 目 唐津

碗
(陶磁器)

1高 台径
46 外 11条の線文様

内
胎
釉
文

明黄褐色
灰白色
青白色
藍色

ム
ロ

吉向
し出り

津
削
唐

碗
(陶磁器)

1高 台径
44 内 :施釉

胎 :に ぶい橙色
釉 :灰オリーブ色

-1 5mm
程度の砂粒
を含む

削り出し高台
唐津 16c～ 17c
(短期間)

片口の
破片

(陶磁器)

外 :文様

外 :灰褐色
内 :灰白色
胎 :に ぶい橙色
釉 :明オリーブ灰色

緻密 良好 絵唐津 17c

皿
(陶磁器)

胎
釉
文

灰黄褐色
灰色
灰色

絵唐津 17c

盤
(陶磁器)

外 :褐灰色
釉 :灰色

～ 2 mll

程度の砂粒
を含む

唐津 16c末～17c

悟鉢
(陶器)

口稼ヨ
`は

突〒状に肥厚

外 :指ナデ 2条以上の悟目
内 :同禁 ナ デ  ク シ減 T旦 1こ よ る悟 日

浅黄橙色
′-l mm

唐津 16c末～17c

蓋
(陶磁器)

内 :四方欅文
胎
釉
文

灰白色
明オリーブ灰色
青灰色

緻 密 伊万里 18c

碗
(陶磁器)

外 :ロ ー 2重線文
体―網目文

色白
明
色

灰
透
藍

胎
釉
文

伊万里 18c

碗
(陶磁器)

内 :四方欅文
胎 :灰色
釉 :オ リーブ灰色
文 :藍色

伊万里 18c

碗
(陶磁 器 )

外 :植物 又
肉 :ク 基 簿 ▼

胎 :白灰色
釉 :透明

伊万里 18c

碗
(陶磁器)

外 :文様
胎 :白色
釉 :灰白色
文 :緑灰色

伊万里 18c

碗
(陶磁器)

外 :文様
胎
釉
文

灰白色
オリーブ灰色
藍色

伊万里 16c末

碗
(陶磁器)

外 :線文 文様
色

色
灰

白
青
色

灰
明
青

胎
釉
文

伊万里 18c
内 :線文

碗
(臨磁器 )

高台径
50

惜 :次也
釉 :オ リー ブ灰 色

伊万里 18c

碗
(陶磁器)

外 :蛇の目文
色灰ブ

色
り．
色

白
オ
灰

灰
明
青

胎
釉
文内 :蛇の目文

皿
(陶磁器 )

外 :2重線文 胎 :灰白色
釉 :明緑灰色
文 :青色

伊万里 18c
内 :文様

碗
(陶磁器)

高台径
60 青花の染付け (?) 胎 :灰白色

釉 :灰白色
羊中醒
受ィナて、、

し

　

を

出
系
火

酌
廟泄

碗
(陶磁器)

外 :高台底―字
体一文様

胎
釉
文

灰白色
透明
藍色

伊万里 18c

皿
(陶磁器)

高台径
100

外 線文 文様 胎
釉
文

色
り．
色

白
オ
灰

灰
明
青

ブ灰色 密 伊万里 18c
内 線文 文様

片 口

(陶磁 器 ) 馳４２
外 :3条の不

底一文|

文 胎
釉

灰白色
青白色 伊万里

碗
(陶磁器)

高台径
40 外 線文 文様

胎
釉
文

灰白色
明青灰色
青灰色

緻密 一削 近世

碗
(陶磁器)

外
一内

銅運弁)
錆連弁)

胎
釉

灰白色
緑白a 青磁 肥前 近世

鉢
r陶絣哭ぅ

恰
釉

赤褐色
黒色 密 肥前系 近世

大皿
(陶磁器)

高台径
76

胎 :灰黄色
釉 :明 オリーブ色

にぶい赤褐色
17c

情鉢
(陶磁器)

玉縁状口縁
外
胎

暗茶色
灰色

-3 mm
程度の砂粒
を含む

良好 肥前系 近世
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区
版

号

鷹

濶
番

器 種
法 量 (側)

形態・手法の特徴 色  調 胎 土 焼成 備  考
口径 器高 底 径

悟鉢
(陶磁器)

外 :ナ デ

黄茶掲色

′-l mm

程度の砂粒
を含む

並
日 肥前

内 :6条以上の信目

掘鉢
(陶磁器)

外 :回転 ナ デ
灰黄褐色 密 良好 肥前系

内 :9条以上の悟目

鉢
(陶磁器)

外 :回転ナデ
灰 色 粒砂

側
の
む

１
度
含

”
程
を

東播系
外 :釉

内 :回転ナデ 指圧痕

鉢
(陶磁器)

71:ナ デ 外 :灰色
内 :楊灰御

-2 mm
釉伏

（

系
自

播
‥

東
口内 :ナ デ

碗
(陶磁器)

高台径
56

見込部分は釉を輪状にかき取る
重ね焼のため胎土目痕

胎

釉
灰色
明オ リーブ色

緻密 肥前 江戸

120
瓶子

(陶磁器 :

外 :ヘ ラに よ る又 標 捨 :灰白色
肺 :里得 密

濃
半

美
後

一戸
Ｃ

瀬
１３

瓶 子 I
内 :指ナ デ

碗
(陶磁器)

外 :線文様
底一文様

胎
釉
文

灰白色
青白色
藍色

削り出し高台

碗
(陶磁器)

外 :高 -2重線文
体一文様

色
色
色

自
由
灰

灰
灰
青

胎
釉
文

緻密 近世

碗

(陶磁器)

外 :回 転 ナ デ 胎 :灰白色
釉 :灰オリーブ色 密

削り出し高台
自然釉内 :同転 ナ デ

碗
(陶磁器)

外 :2条の線文様 胎 :青白色
釉 :透明
文 :藍色

緻密
削り出し高台
染付 16c中内 :文様

碗
(陶器) 謳４６

胎 :灰黄色
釉 :浅黄色

近世

碗
(陶磁器)

灰オリーブ色 近世

小鉢
(陶磁器)

講
如

釉による回転文様
胎 :灰色
Tt:灰色
文 :白色

近世

皿
(陶磁器)

高台径
90

外 :線文 文様 胎
釉
文

灰白色
灰白色
緑白色内 :線文 文様

碗
(陶磁器)

回転ナデ 灰 色

鉢
(陶磁器)

玉縁状□縁
胎 :に ぶい褐色
釉 :黒茶色

密

鉢
(陶磁器)

玉縁状口縁
胎 :灰色
釉 :黒褐色

鉢
(陶磁器)

玉縁状口縁
胎 :白 灰色
釉 :青白色 緻密

鉢
(陶磁器)

玉縁状口縁
胎 :灰オリーブ色
釉 :暗オリーブ色

密

福鉢
(陶磁器)

高台径
150

高台と体部の境に 1条沈線
外 :回転ナデのちナデ 濃茶褐色 粒砂

ｎｍ
の
む

１
度
含

”
程
を

貼り付け高台
内 :箱状 T星 に よ る梧 日

播鉢
(瓦質)

外 :ナ デ
内 :回転ナデ 5条以上の橋 日

灰黄色
-1 5mm

暦 雰
(十 師官 )

外 :ナ デ
にぶい黄橙色

～ l mm や

自

や

ス内 :馬 峯 賜 卜の 糧 日 の ち ナ

鍋
(瓦質)

260 ヨヨナデ
胎 :浅黄橙色
釉 :黒褐色

～ 6 um
施釉

鍋
(瓦質)

外 :ナ デ 外 :黒灰色
内 :浅黄橙色
丹台:浅黄橙、褐灰色

～ 2 mm
良好 スス付着

内 :ナ デのち指ナデ 指圧痕

(瓦質)
外・中 :黒色
体 :浅黄色 級密

硯
(須恵器)

回転ナデ 円面硯 灰 色 微砂粒 高台付硯

硯
(須恵器)

地　地
熱色
り．

ｍ廂励

外
胎
釉

粒砂
ｍ
の
む

１
度
含

一
程
を

鉢
(石器)

外 。中 :褐灰色
胎 :黄灰色

磨石
(石器)

(長 さ)

85 ∽
罰

(厚 さ)

68 濃灰色 逼自娼巨:640g

羽回(?) 外面に棒状で刺突した溝痕が 3条 黒色 端部はガラス化

含鉄滓 刺突痕あり 茶褐色

金属滓 黒 色 鉄以外の金属津

娩形滓 底部に木炭痕
黒色
オリーブ灰色

|
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第 4章 寺の前区の遺構と遺物

1.竪穴住居址と出土遺物について

寺の前区からは竪穴住居址23棟が検出された。これらは弥生時代・古墳時代・奈良時代に属する

ことが判明 している。それぞれからの出土遺物も併せて状況を記載する。

(1)SB-01(第 14・ 15図、図版�)

検出位置 。状態 :発掘区域の北端で円弧状の壁と柱穴 らしきピット2個を検出。残状況は全体の1

/4～ 1/5程度で、床面の保存状態も悪い。

平面形 i円形の竪穴住居址と思われる。

規 模 :円形とすれば直径約 6m程度。

施 設 :壁の残存高は 5 cm。 壁溝がある。この住居址にともなう柱穴は 2個以上。

遺 物 :床面に接 して弥生土器の甕の大きな破片が出土 している (第 15図 1)。 この土器は日縁部

端を小さく上下に拡張し、拡張面に 2条の凹線を巡 らしている。体部は中央が膨 らむ長胴形でそこ

に列点の連続刺突文が施されている。Ⅳ-1期 と思われる。

時 期 :弥生時代中期後葉。

(2)SB-02(第 14・ 16・ 17図、図版Ⅶ-2・ �)

検出位置 。状態 :発掘区域の北端でほぼ完全な形で検出。

平面形 :四隅に少 し丸味をもつ長方形の竪穴住居址。

規 模 :長径5.2m、 短径4,lm。 壁の残存高約20～ 30cm。

施 設 :東側長辺壁の中央に板石を壁の芯と底に敷いた造り付けのかまどがあり、その先方からは

煙り出しの穴を検出。かまどと煙 り出しの穴の間には 2個の小ピットがあり、かまどの上方を覆う

屋根状の施設が作 られていたものと思われる。かまどの真反対側になる西壁中央部にも被熱 した粘

上の大きな塊が壁に付着 しており、壁自体にも窪みが見られ、その外に煙 り出しのピットが貫通 し

ていた。また、その両側には小 ピット2個が対をなして掘 られており、構造的には東壁のかまどに

酷似するのでここにもかまどがセットされていたことが判明する。よって、本住居址では、最初に

西壁に粘土造 りのかまどが設けられ、その後に東壁に板石を使った粘土のかまどが再構築されたと

考えられる。この変更に応 じて床面や他の施設も作り変えられたものと思われる。東壁のかまどか

らは西壁に向かって一直線状に掘 られた溝が検出された。主柱穴としては北壁沿いに 2穴、南壁の

上と壁を切り込むようにして掘 られた 2穴が考えられるが、断定はできない。床面中央には方形を

した厚い大きな石が置かれていた。何かの合として使用されたものと思われる。この石の西寄りに

も扁平な石が床面に掘り込まれたような状態で検出されている。これも台石であろう。

遺 物 :覆土と床面近 くから10個 の須恵器・土師器が出土 している。第17図の 2～ 4は輪状つまみ

が付 くヌの蓋。 2、 4はやや扁平で 3は少 し膨らみがあり、天丼が高い。 5～ 9はヌの身で 5、 6、

7は底部が平 らで径が大きく、体部は逆「ハ」字状に直線的に開いて立ち上がる。 8、 9は高台が

付 く。 8は体部の立ち上がり急で 9は外反状を呈する。貼付け高台。10は中世土師器の小皿。11は

大型の高邦。大皿状の郭部に筒部が高 く、裾が余り広がらない脚が付 く。10を除 く須恵器群は石見
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空港編年のⅢ期に含められる。

時 期 :床面か ら出土 した11の 高郭等より奈良時代後半頃 と考えられる。

(3)SB-03(第 14・ 18図 )

検出位置・状態 :SB-2の lm南側に並行 した状態で検出された。四壁がほば完存 している。

平面形

規 模

施 設

遺 物

時 期

不整長方形。西壁にやや膨らみがみられる。

長辺 4m、 短辺3.0～3.2m。

不明

無 し。

不明

(4)SB-04(第 14・ 19図、図版Ⅶ-3・ �)

検出位置 。状態 I SB-03の東に接 して検出された。西壁の一部が破壊されているが、その他の壁

の保存状況は比較的良好である。

平面形 :長方形を呈する。

規 模 :長辺4.5m、 短辺3.5m。

施 設 :西壁の中央に板石を立並べて構築 したかまどが検出された。柱穴は住居址内には見 られな

い。壁溝は北 。東壁際で検出。また、東壁の中央近 くに方形の板状の石が残っていた。

遺 物 :床面に接 して須恵器の雰片、床面よりやや浮いた状態で須恵器、土師器の破片が出土 して

いる。第19図の12は須恵器の邪片。体部が少 し内湾気味に立ち上がり、口縁端部が尖る。石見空港

編年Ⅲ期と思われる。同図の13は小型の須恵器壷の体部片。14は土師器の甕片で回縁部が小さく外

反する。

時 期 :床面出土の須恵器雰より奈良時代後半頃と思われる。

(5)SB-05(第 14・ 20・ 21・ 22・ 23図、図版�)

検出位置・状態 i SB-04の南に隣接。上面が削平されたことによるのか壁は高さ数cm程度 しか検

出できなかったが、不整の方形を呈するプランが捉えられた。東壁の中央はSB-04と の間に掘 り

込まれた「窪地」 (皿状の大型土坑)に よって破壊され、南壁 も掘立柱建物の柱穴と思われるピッ

トによって変形させられていた。

平面形 :方形状をなす。

規 模 :一辺の長さが5,5～5.6m。

施 設 :主柱穴と考えられる深いピットが 3穴以上確認できた他大小多数のピットが床面から検出

され、北壁と南壁際にも柱穴らしいピットが掘 られていた。これらの多 くが本住居址にともなう可

能性はあるが、その機能は不明。かまどは確認できなかった。東壁の中央部付近に割り石や川原石

が土師器等とともに密集状態で検出された。

遺 物 :須恵器と土師器が出土 している (第 21～ 23図 15～ 33)。 15は須恵器の郭片。体部から回縁

部にかけてあまり開かずに立ち上がる。日縁端部は尖る。16は土師器の邪片で器壁が厚い。 17、 19

～27は土師器の甕。長胴系のもの (17、 21～ 23)と扁平で鉢形の形状を呈するもの (19)、 比較的

小型のもの (27)と バラエティーがある。日縁部の形状も外反度の大きいものと小さいものがあり、

24は 口縁部が低い。18は小型の甕の口縁部と丸底上の底部で同一個体。28は土師器の壷。29は土師
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器の甑の体部片で角状の把手が付 く。30～33は須恵器。30は輪状つまみが付 くヌの蓋。31、 32は邦

身で底部は平ら、体部から口縁部は小さく外傾する。33は甕の口縁部から体部の上部片。口縁端部

の断面が方形状をなしている。34は近辺出上の醒である。

時 期 :15、 30～33の須恵器はいずれも石見空港編年のⅢ期に相当すると考えられるので本住居址

の時期を奈良時代後半期とすることができよう。

(6)SB-06(第 14・ 24図 )

検出位置 。状態 :発掘区域の南西部で検出された。隅に丸味をもつ長方形状の竪穴住居址と考えら

れる。検出できたのは北・西 。南壁で壁高はわずかである。東側はSB-07と 重複 しており (本住

居址が古い)、 残存状況は全体の1/8程度である。

平面形 :隅丸の長方形と考えられる。

規 模 :長径約4.5m、 短径3.5m以上。

施 設 i住居址内部では浅い皿状の小ピットを検出したが、本住居址のものかどうかは不明。住居

址の外にもいくつかのピットがあるが、所属はやはり不明である。

遺 物 :第24図 1は須恵器の雰で体部から口縁部にかけての小破片。少 し外傾 し、日縁端部が尖る。

2は土師器の甕片。

時 期 :1の須恵器メは石見空港編年のⅢ期と思われるので本住居址の年代は奈良時代後半期とす

る。

(7)SB-07(第 14。 24。 25図、図版�)

検出位置 。状態 :発掘区域南西部でSB-06と 複合状態で検出された。水田床土を除去 したところ

で薄い黒褐色土層が表れ、その層中には多数の須恵器・土師器が包含されていた。これは本住居址

の覆土から床面にかけて堆積 した遺物群と理解される。これを取 り上げると楕円形に踏み固められ

た床面が検出されたが、住居の平面形は8B-06同 様に壁や隅に丸味のある長方形状であったと推

定される。東側と北側には掘立柱建物の大きな柱穴があり、これらとも一部重複する。

平面形 :長方形と思われる。

規 模 :長径約5,5m程度か。

施 設 :不明

遺 物 :約 20個体の須恵器郭等が出上 したが、中 6点を図示 した (第 25図 36～ 41)。 37～40は輪状

つまみが付 く須恵器堺蓋である。天丼がやや高 く口縁部は′鳥嘴状を呈する。38は 国径が少し大きく、

つまみの内側に爪跡状の刺突文が見られる。41、 42は須恵器郭身の破片。41は底部が平らで体部か

ら口縁部にかけて小さく外傾する。口縁端部は尖り気味。42は貼 り付け高台。

時 期 :37～ 42の須恵器は石見空港編年のⅢ期に相当する。本住居址の年代は奈良時代後半期とす

ることができよう。

(8)SB-08(第 14・ 26図、図版�)

検出位置・状態 :発掘区域の南西部でSB-07の 東壁と重複する。新旧関係は不明。東壁と南壁が

比較的良く残り、北壁と西壁は破壊を受けている。とくに西壁は南東部隅が確認できただけである。

東壁の真ん中やや南寄りからかまどが検出された。

平面形 :不整の長方形を呈する。
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規 模 :長径5.2m、 短径約4.5m。

施 設 :東壁に作 り付けたかまどがある。 トンネルになった煙道と煙り出しのピットがある。かま

どは本体が大きな割 り石を芯にした粘土造りと思われる。壁溝が東壁と北壁の一部に残る。主柱穴

らしいピットが南東隅近 くで検出されたが、他の柱穴は不明。

遺 物 :北東隅付近とその他で須恵器・土師器が出土 (第 26図43～ 46)。 43、 44は須恵器ヌの蓋。

低目の輪状つまみで44は やや扁平。45は須恵器の雰。底部が平 らで体部・ 口縁部はわずかに外反す

る。46は土師器の小型甕。

時 期 :須恵器の雰・蓋が石見空港編年のⅢ期に比定できるので奈良時代後半頃の住居址と考えら

れる。

(9)SB-09(第 14・ 27図、図版�)

検出位置 。状態 i SB-05の南西で検出。北東隅と壁の一部が残る。SB-10と 重複 し、掘立柱建物

4の柱穴やSD-01と も重なっている。新旧関係はいずれの遺構よりも本住居址が古 く位置づけら

れると考える。

平面形 :方形もしくは長方形。

規 模 :不明。

施 設 :壁溝が認められる。

遺 物 :第 27図47～ 49の土師器の甕と50の高堺、51の甕が出土 している。47、 48の甕は外反する国

縁で器壁が厚い。石見空港編年Ⅲ期の須恵器と共存するタイプと思われる。49も 同時期の小型甕。

50は堺部に稜のような屈折がみられ、51は外面に縦と斜め方向の太いハケが施されている。この 2

点は古墳時代に朔る土師器と考えられる。

時 期 :奈良時代後半期とみる。

(10)SB-10(第 14・ 28図、図版Ⅷ-1)

検出位置 。状態 :SB-09と SB-11に 挟まれたような状態で検出された。新旧関係はSB-09よ りは

新 しく、SB-11よ りは古いと思われる。

平面形 :不整長方形か。

規 模 :長径約 5m、 短径約 3m。

施 設 :不明

遺 物 :床面と考えられる面からやや浮いた状態で多数の須恵器や礫が出土 している。

時 期 :須恵器界の輪状つまみ蓋がみられるので他の住居址出上の須恵器堺等と同一時期に属する

と考えられる。

(11)SB-11(第 14・ 29図、図版Ⅷ-1・ �)

検出位置 。状態 i SB-10の東側に重複状態で検出された。20cm程度の高さの壁が北 。東 。南に残

り、住居址の内部からは大型の角礫と土師器、須恵器が密集状態で出上 した。これらは床面より少

し浮いた位置から検出されている。後述するように、住居が廃絶 した後に土器・礫石の捨て場とし

て使用されたのかも知れない。

平面形 :不整の隅丸長方形。

規 模 :長径約4.3m、 短径約3.9m。
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施 設 :不明

遺 物 :第 29図の53、 54は須恵器の邪。底部が平 らで体部から国縁部にかけて少 し外傾 している。

□縁端部は尖り気味。55は土師器の雰。56は須恵器の大型甕の口・頚部。53、 54は石見空港編年Ⅲ

期と思われる。

時 期 :出土遺物は住居址の廃棄後に投入されたものとみられるので厳密な時期の決定はできない

が、住居址を埋める覆上の厚さから見て53、 54の須恵器ヌの年代と大きく隔たることはないと思わ

れる。

(12)SB-12(第 14・ 30・ 31図、図版�)

検出位置 。状態 :発掘区域の東部でSB-05の 東側で検出された。SB-13と完全に重複 しており、

わずかに楕円状の壁線が辿られた。

平面形 :不整楕円形か。

規 模 :長径約4.Om、 短径約3.4m。

施 設 :不明。

遺 物 :床面に密着 した状態で複合口縁をもつ甕が 1点出土 している。

時 期 :出土賽は複合部が高 く、数条の並行沈線を施 しているので弥生時代後期後半 (松本石見編

年V-3)に 属すると考える。

(13)SB-13(第 14・ 30・ 31図、図版�)

検出位置・状態 i SB-12、 SB-14と 重複 した状態で確認された住居址である。床面はSB-14と ほ

ぼ同レベルで新旧関係は把握できなかった。

平面形

規 模

施 設

遺 物

時 期

長方形と考える。

長径約7.5m、 短径約5.5m。

柱穴らしいピットが北壁沿いに 2個検出されているが、本住居址に属するかどうかは不明。

無 し。

不明。

(14)SB-14(第 14・ 30・ 31図、図版�)

検出位置・状態 iSB-13の 北側にあり、 これと80%以上が重複状態にある。北壁と東壁に西壁の

一部が確認されたが、住居全体の構造はほとんど不明。

平面形 :不整長方形か。

規 模 :長径 7m以上。

施 設 :床面にはいくつかの円形 ピットがあるが、本住居址のものかどうかは不明。

遺 物 I SB-1旦、 13、 14出上の土器として第31図 57～ 61の上師器がある。57は器壁が薄 く、深み

のある外で、口縁端部を内側から片刃状に尖 らす。SB-18か 14の床面に付着 して検出されている。

58も 郭片。59～61は甕の口縁部から体部上方の破片。59は 口頚部が逆「コ」字状に緩 く湾曲し、内

外面に粗いハケロが見られる。60は 日縁部が弓状に湾曲する。61は小さく外反する日縁部で体部に

もハケロが施される。器壁が薄い。これらの土師器群は古墳時代に属すると考えられる。

時 期 :57の上師器の雰が本住居址にともなうとすれば時期は古墳時代中頃以降の年代が考えられ

る。ただし、この土器がSB-13に属する可能性もあるので断定はできない。
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(15)SB-15(第 14・ 32図 )

検出位置・状態 :発掘区域の東部でSB-14の 北側から検出された。大部分が削平されて南壁と東・

西壁の一部が残っている。

平面形 :長方形か。

規 模 :短径約5.3m。

施 設

遺 物

平面形

規 模

施 設

不明

第32図 62の須恵器が出上 している。壷の底部で貼り付け高台があるが、高台よりも底部が

出っ張っていて不安定な状態を呈する。

時 期 :62が本住居址のものとすれば奈良時代頃となろう。

(16)SB-16(第 14・ 33図、図版411)

検出位置・状態 :SB-15の 東側で、SB-23の 北壁と並行する状態で南壁の一部が検出された。北

東部でSB-17と重複 している。

方形か長方形。

不明。

不明。

平面形

規 模

施 設

遺 物

時 期

遺 物 :第33図 63～67の土師器が出土している。いずれも口縁部が低く、かつ外反し、体部が口径

より大で膨らむのが特徴といえる。体部外面にハケ調整が施されている。古墳時代後期頃であろう

か 。

時 期 :古墳時代後期か。

(17)SB-17(第 14・ 34図、図版剤)

検出位置 。状態 ISB-23の北側で、SB-16、 SB-19と重複 して住居址半分位が検出された。北側

は発掘地域の外で未発掘である。

平面形 :方形か長方形と思われるが、南壁と南東隅が変形している。

規 模 :一辺もしくは短径約4.5m。

施 設 :発掘区域の境に石組みのかまどと思われる 2列の石列がある。その他は不明。

遺 物 :第34図 68～ 70の土師器甕と71の須恵器壷が本住居址から出土 している。71は 口縁部が逆

「ハ」字状に開き、器壁も薄 く、古墳時代と思われる。68、 70は 日縁部が強 く外反する。69は 口頚

部が「 く」字状に屈曲している。以上の 3点は古墳時代後期の所産と考える。

時 期 :68～ 70の上師器が年代を示すとすれば本住居址は古墳時代後期に属するといえる。

(18)SB-18(第 14・ 35図 )

検出位置・状態 :発掘区域の東端からSB-19と 重複 して検出された。北側の半分が失われている。

方形か長方形。

一辺もしくは長・短径約4.2m。

不明。

無 し。

不明。

(19)SB-19(第 14・ 35図 )
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検出位置・ 状態 :SB-18の 北側か らSB-17・ 18と 重複 して検出された。全体の 3分の 2以上 は調

査区外のため未検出。重複する住居址 との新旧関係 は不明。

(20)SB-20(第 14036図 )

検出位置・状態 :調査区域の東部南側端で検出された。住居址の北西隅でSB-21・ 22と 重複 して

いる。

平面形

規 模

施 設

遺 物

時 期

平面形

規 模

施 設

遺 物

平面形

規 模

施 設

遺 物

時 期

方形か長方形。

一辺 もしくは長・短径約 4m以上。

不明

無 し。

不明。

不整の隅丸台形。

長径3.5m、 短径2.5～3.2m。

不明。

須恵器の甕の体部片 (第 36図 72)

方形か長方形。

不明。

不明

無 し。

不明。

時 期 :古墳時代後期か。

(21)SB-21(第 14036図 )

検出位置 。状態 ISB-20の 北側、SB-22の南東で検出。この 2住居址と大部分が重複する。新旧

関係は不明。

(22)SB-22(第 14・ 37図、図版�)

検出位置 。状態 iSB-20・ 21・ 23と重複 して検出。東。南壁が残る。新旧関係は不明。

平面形

規 模

施 設

遺 物

隅丸長方形か。

長径約 7m、 短径約5,2m。

柱穴様のピットが数個床面から検出されたが、本住居址にともなうものかどうかは不明。

第37図 73の上師器の界が出上 している。湾曲する底部と外反気味に立ち上がる体部 との境

に稜がある。古墳時代後期と思われる。

時 期 :73の必が本住居址のものであれば古墳時代後期。

(23)SB-23(第 14・ 37・ 38図、図版�)

検出位置 。状態 ISB-14の 東側でSB-22と重複して検出された。壁高が高く、東西南北の壁が良

く残っている。数少ない完全な形で捉えられた住居址である。床面には掘立柱建物 1号の柱穴が残っ

ている。壁元より内側に浅く壁溝が見られるので建て替えが行なわれた可能性がある。掘立柱建物

は本住居廃絶後に掘られたものと思われる。

平面形 :隅丸長方形。
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規 模 :長径5.5m、 短径盗.8m。

施 設 :壁溝。

遺 物 :土師器と須恵器が出上 している (第 38図74～ 87)。 74～ 79は須恵器。74は高台付壺の底部。

75は高台付堺。体部が湾曲して立ち上がる。76は堺蓋の口縁部。内部に返りが付いている。宝珠形

のつまみが付 く蓋と思われる。77は小型の壷の頚部から体部。体部中央が算盤玉状に膨らんでいる。

78は甕の体部片。79はやや扁平な堺。80～ 87は土師器の甕の口縁部・体部片で外反 し、頚部以下の

外面にハケロが残る。

時 期 :74～ 76の須恵器は江津市久本奥窯跡編年のⅣ～Vに比定できる資料であろう。このことか

ら本住居址の年代は7世紀後葉から8世紀の初め頃に求めることができると思われる。

2.掘立柱建物跡と出土遺物について

掘立柱建物跡は16棟が検出された。これらのいくつかは奈良時代の竪穴住居址と重複 し、その新

旧関係では掘立柱建物が住居址廃絶後に建てられたことを示す事例が認められている。以下、各建

物跡について記載する。柱穴の形状 。大きさ (メ ートルで表示)・ 深さ (セ ンチメートルで表示)・

柱間距離 (メ ー トルで表示)については測定値を表で示す。測定は検出面を基準とする。

(1)1号建物跡 (第 14・ 37図 )

検出位置・状態 :調査区域の東部でSB-23と 重複 し、SB-14・ 17に も柱穴が掘り込まれていた。

SB-23の 床面からはP2～ P4の下部が検出された。さらに、奥行き南側ライン中間に一穴が検

出されている。 P5と したが、この建物に属するか否かは不明。奥行き北側に中間柱が無いとすれ

ば奥行き 1間 となる。SB-23内 で検出された柱穴中の埋土には礫が含まれていた。

平 面 :間 口 3間 (5.64m)、 奥行き 1間 (4.2m)か。間ロラインはほぼ南北線上にある。

住 穴 :下表による。

柱穴形状・ 規模

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 円 円 円 円

大 き さ

深   さ

柱穴No P6 P7 P8 P9

形  状 円 円 円 隅円方

大 き さ 7 0.6× 0.6

深   さ

柱穴間隔
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第4章 寺の前区の遺構と遺物

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代か。

(2)2号建物跡 (第 14・ 20図 )

検出位置・ 状態 :調査区の中央で検出。確認された柱穴は間口東側の 4穴と奥行きと北側の 1穴で

他の西側間ロライン上の柱穴は未確認。SB-05、「窪地」 と重複 し、SB-04と も一部重なる。新

旧関係は竪穴住居址の方が古いと考える。

平 面 :間口 3間 (6.7m)、 奥行きは推定で 1間 (4.4m)。 間ロラインはほぼ南北線上にある。

柱 穴 :下表による。

柱穴形状・規模

柱穴No Pl P2 P3 P4

形  状 楕 円 円 楕 円 楕円

大 き さ 1.0× 1.3 0.5× 0.6 0.8× 0.6 0.9× 0,7

深   さ

柱穴間隔

柱穴間 Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4

距離

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代後半期かそれ以降。

(3)3号建物跡 (第 14・ 40図、図版Ⅸ-3)

検出位置・ 状態 :調査区の中央で検出。10個の柱穴を確認。 2号建物跡の北西約3m離れている。

平 面 :間回 3問 (6.3m)、 奥行き 2間 (4.3m)。 間回ラインはほぼ南北線上にある。

柱 穴 :下表による。

柱穴形状・規模

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 隅円方 隅円方 隅円長方 円 楕 円

大 き さ 1.0× 0.9 0.9× 0.9 0,8× 1.0 0.8× 0.7 1.1× 0.8

深   さ 78 54 78

柱穴No P6 P7 P8 P9 P10

形  状 円 楕 円 円 円 円

大 き さ 1,0× 0.9 0.8× 0,7 0.8× 0.8 09× 0.8 0.6× 0.7

深   さ 45 42
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柱穴間隔

柱 穴 間 Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4 P4～ P5 P5～ P6

距  離

柱 穴 間 P6-P7 P7～ P8 P8～ P9 P9～ P10 P10～ Pl

距  離

第 4章 寺の前区の遺構と遺物

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代かそれ以降。

(4)4号建物跡 (第 14・ 41図、図版Ⅳ-3)

検出位置・状態 :調査区域の中央で検出。 3号建物跡の南 2mに あり、間日のラインが 3号のそれ

と一直線状に重なる。柱穴10個 を確認。SB-09010と 重複する。

平 面 :間口 3間 (5,lm)、 奥行き 2間 (4.2m)。 間ロラインはほぼ南北線上にある。

柱 穴 :下表による。

柱穴形状・規模

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代後半期かそれ以降。

(5)5号建物跡 (第 14・ 42図 )

検出位置 。状態 :調査区域の中央南端で検出。柱穴10個 を確認。 4号建物跡の南約 2m強の位置。

SB-10と 一部重複する。新旧関係では本建物跡が新 しい。

平 面 :間口 3間 (6.2m)、 奥行き 2間 (4.5m)。 間ロラインはほぼ南北線上にある。

柱 穴 :右表による。

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 円 楕円 円 楕 円 円

大 き さ 1.0× 0。 9 0,7× 0.5 0.6× 0.5 07× 0.5

深   さ 81 83 38

柱穴No P6 P7 P8 P9 P10

形  状 円 楕 円 楕 円 円 円

大 き さ 0.8 1.0× 089 0,9× 0.7 0.8× 06

深   さ 40

柱穴間隔

柱 穴 間 Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4 P4～ P5 P5～ P6

距  離

柱 穴 間 P6-P7 P7～ P8 P8～ P9 P9～ P10 P10～ Pl

距  離
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柱穴形状・規模

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 楕 円 円 円 円 円

大 き さ 0,8× 06 0.5 0.4

深   さ
刀
仕 30 6

柱穴No P6 P7 P8 P9 P10

形  状 楕 円 円 隅円方 円 隅円方

大 き さ 0.7× 0.5 0,7× 0.6 0.8 0。 7× 0.6

深   さ 29

第 4章 寺の前区の遺構と遺物

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代後半期かそれ以降。

(6)6号建物跡 (第 14。 43図 )

検出位置 。状態 :調査区域の中央やや西寄りで検出された。 8個の柱穴を確認。 7号建物跡と大き

く重なっている。東隣の 3号建物跡とは約 2m西になる。新旧関係は本建物跡のP7が 7号のP8

を切って掘 り込まれているので本建物跡が新 しいことになる。

平 面 :間口 3間 (6.3m)、 奥行き 1間 (4.lm)。 間ロラインは南北線上にある。

柱 穴 :下表による。

柱穴形状 。規模

柱穴間隔

柱 穴 間 Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4 P4～ P5 P5～ P6

距  離 1.8

柱 穴 間 P6-P7 P7～ P8 P8～ P9 P9～ P10 P10～ Pl

距  離 2.4

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 円 隅円長方 円 円 隅円方

大 き さ 0。 7× 0.6 0.5× 0.5

深   さ 46 46

柱穴No P6 P7 P8

形  状 円 円 隅円長方

大 き さ 0.6 0,8× 0.6

深   さ 18
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柱穴間隔

第 4章 寺の前区の遺構と遺物

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代か。

(7)呈 号建物跡 (第 14・ 43図 )

検出位置・状態 :6号建物跡と80%程度重複する。柱穴 9個を確認。奥行き北側の中間ではライン

上にのる柱穴は不明である。 7号に先行する建物跡。

平 面 :間口 3間 (6.lm)、 奥行き 1間か 2間 (4.3～4.4m)。 間ロラインは南北線上にある。

柱 穴 :下表による。

柱穴形状・規模

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代か。

(8)8号建物跡 (第 14。 24図 )

検出位置 。状態 :調査区域の西南寄りで検出。南列 (間 口側)と 西列 (奥行き側)は柱穴を確認で

きなかった。 9号建物跡と90%程度重複する。新旧関係は本建物跡の Pl、 P2、 P4～ P6が 9

号の同器号柱穴と切り合い状態にあり、本建物跡が後出で、おそらくは 9号を北東方向に少 しずら

して建て替えたことよるものと判断される。また、この 2棟の建物はSB-06・ 07・ 08と も重なり、

それらよりも新 しい遺構と考えられる。

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 楕 円 楕 円 楕 円 楕 円 円

大 き さ 0.5× 04 0.5× 0.6 0,7× 0.5 07× 05

深   さ 45

柱穴No Ｄ
Ｆ P7 P8 P9

形  状 楕 円 円 円 円

大 き さ 0.6× 0.4 0.4 0.4

深   さ

柱穴間隔
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第4章 寺の前区の遺構と遺物

平 面 :間口 3間 (5。 6m)、 奥行 き 2間 (4.5m)。 間ロライ ンは東西 ラインより10度北に振れる。

柱 穴 :下表 による。

柱穴形状・ 規模

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 円 楕 円 楕 円 隅円方 楕円

大 き さ 0.9× 08 0.7× 0.5 0,9× 0。 9 0,6× 0.5

深   さ 73 83
食
υ

刀
生

住穴No P6

形  状 楕 円

大 き さ 0,7× 0.5

深   さ 48

柱穴間隔

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代後半期かそれ以降。

(9)9号建物跡 (図版14・ 24図 )

検出位置・状態 :調査区域の西南で検出。 8号建物跡と

との複合状態も8号と同様である。南列 (間 口側)西列

平 面 :間口 3間 (6.Om)、 奥行き 2間 (4.4m)。 間回ラ

柱 穴 :下表による。

柱穴形状 。規模

ほぼ全面的に重複する。SB-06・ 07・ 08

(奥行き側)の柱穴は未確認。

インの方向は 8号建物跡と同 じである。

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 楕 円 楕 円 楕 円 円 楕 円

大 き さ 0.8 0.7× 0.6 05XO.3 0.6 0,7× 0.6

深   さ
刀
仕 14 44

柱穴No P6

形  状 円

大 き さ

深   さ
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柱穴間隔

第 4章 寺の前区の遺構と遺物

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代後半期かそれ以降。

(10)10号建物跡 (第 14・ 44図、図版Ⅷ -2、 3・ X-1)

検出位置 。状態 :調査区域の西北寄 りで検出。 6号建物跡の北西角より約2.5mの位置に本建物跡

の東南角が位置 している。■号建物跡と90%程度重複する。新旧関係は■号 P2を本建物跡 P3が

切 り込んで掘 られているので11号が先行といえるが、建物の構造と複合状態から建て替えと見るの

が妥当かと思われる。

平 面 :間回 3間 (5.9m)、 奥行き 2間 (4.2m)。 間ロラインは東西線より10度北に振れる。 3間

× 2間の建物跡の西側には間ロラインに並行する 4個の小さい柱穴 (Pll～ P14)が並んでいる。

また、奥行きラインの東側延長上で P3と P llの 中間にも 1個の柱穴 (P15)が ある。これらの小

柱穴群は本体に付設された廂か縁台状の構造物の遺構と考えられる。 この付設構造物は間口 3間

(5.7m)、 奥行き 1間ないし2間 (2.9m)で ある。

柱 穴 :下表による。付設構造物の柱穴は円形。

柱穴形状 。規模

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形   状 円 隅円方 隅円方 円 隅円長方

大 き さ 05X06 0.6× 0.6 0.6× 0.7

深   さ 46 46

柱穴No P6 P7 P8 P9 P10

形  状 円 円 円 円 円

大 き さ

深   さ 24 44

柱穴No P ll P12 P13 P14 P15

形   状 円 円 円 楕 円 円

大 き さ 0.5× 0.4

深   さ
ガ
生 46

―-44-



柱穴間隔

柱 穴 間 Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4 P4～ P5 P5～ P6

距  離

柱 穴 間 P6～ P7 P7～ P8 P8～ P9 P9～ P10 P10～ Pl

距  離 1.9

柱 穴 間 P ll～ P12 P12-P13 P13～ P14 P3～ P15 P15´ヤP ll

距  離 1.8 1.8

第 4章 寺の前区の遺構と遺物

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代か。

(11)11号建物跡 (第 14・ 44図、図版Ⅷ-2、 3・ X-1)

検出位置 。状態 :10号建物跡とほぼ全面的複合する状態で検出されている。柱穴の切 り合い状態か

ら本建物跡が先行 して建てられたものと思われる。南東側に隣接する 6号建物跡との距離は 2m弱

である。

平 面 :間 口 3間 (5。 7m)、 奥行き 2間 (4.4m)。 建物の方向、廂ないし縁台状の張 り出し部の形

は10号建物跡とまったく同じである。この付設構造物の間回は 3間 (5.8m)、 奥行き 1間ないし 2

間 (2.lm)で ある。

柱 穴 :下表による。付設構造物の柱穴形状は円形。

柱穴形状・規模

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 隅円方 楕円 隅円方 隅円方 隅円長方

大 き さ 0.6× 0.6 07× 0.6 0.5× 05 0.5× 0.5 0.6× 0.4

深   さ 34

柱穴No P6 P7 P8 P9 P10

形  状 隅円方 隅円長方 円 隅円方 隅円方

大 き さ 0.6× 0.6 0.8× 0.5 0.5× 0.6 0.6× 0.6

深   さ 48 44

柱穴No P ll P12 P13 P14 P15

形  状 円 円 円 円 円

大 き さ

深   さ
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柱穴間隔

柱 穴 間 Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4 P4～ P5 P5～ P6

距  離 2.4

柱 穴 間 P6～ P7 P7～ P8 P8～ P9 P9～ P10 P10～ Pl

距  離 1.8

柱 穴 間 P ll― P12 P12-P13 P13～ P14 P3～ P15 P15′一P ll

距  離

第 4章 寺の前区の遺構と遺物

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代か。

(1豊)12号建物跡 (第 14045図)

検出位置 。状態 :調査区域の西の中程から検出された。掘立柱建物跡の中では唯-1間 × 1間の建

物で 4個の柱穴は瓢状を呈 していることから建て替えが行なわれたものと判断される。13号建物跡

と重複 しているが、新旧関係は不明。

平 面 :間口 1間 (2.4m)、 奥行き 1間 (2.4m)。 方向は東西線より10度北に振れている。

柱 穴 :下表による。

柱穴形状・規模

柱穴No Pl P2 P3 P4

形  状 楕 円 楕 円 円 円

大 き さ 0.6× 0.5 0,7× 0.6

深   さ 48 48 58 40

柱穴間隔

柱穴間 Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P4 P4～ Pl

距離

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代か。

(13)13号建物跡 (第 14・ 45図 )

検出位置 。状態 :調査区域の西中程で12号建物跡と重複 した状態で検出された。柱穴 9個を確認。

北西角の柱穴は大型の上坑と複合 しており、検出できなかった。土坑との新旧関係は、土坑の埋土

に柱穴の痕跡が認められなかったことから本建物が先行すると考える。

平 面 :間口 3間 (5。 9m)、 奥行き 2間 (4。 lm)。 間ロラインは東西線より10度北に振れる。

柱 穴 :右表による。
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柱穴形状・ 規模

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 楕 円 円 円 円 円

大 き さ 0.9× 0.8

深   さ 44 45 刀
仕

柱穴No P6 P7 P8 P9 P10

形  状 円 楕 円 円 円

大 き さ 0.7× 0.6 0.6

深   さ 50 47

第 4章 寺の前区の遺構と遺物

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代か。

(14)14号建物跡 (第 14。 46図、図版Ⅷ -2、 3)

検出位置・状態 :調査区域の北西端で検出。建物跡の半分 (柱穴 5個)を確認 した。残 り半分は調

査区外のため未検出。奥行きラインが10号・ 11号建物の奥行きラインと並行 し、距離は10号 との間

が1.7m、 ■号とは2.5mである。

平 面 :間口 2間以上 (3.2m以上)、 奥行き 2間 (4.2m)。 間ロラインは東西線より10度北に振れ、

これを延長すると■号の間ロライン上に完全に一致する。同一方向に建てられたことが判明する。

15号建物跡と重複 しているが、新旧関係は不明。

柱 穴 :下表による。

柱穴形状・ 規模

柱穴間隔

P9～ P10 P10～ Pl

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 円 楕 円 円 円 円

大 き さ 0.7× 0.5

深  さ 40 54

柱穴間隔

柱 穴 間 Pl～ P2 P2～ P3 P5～ Pl

距  離
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第4章 寺の前区の遺構と遺物

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代か。

(15)15号建物跡 (第 14・ 46図、図版Ⅷ-2)

検出位置 。状態 :調査区の西端で建物跡の 4分の 1程度、柱穴 4個が検出されている。14号建物跡

と重なるが、新旧関係は不明である。10号建物跡とは約2.6m程離れているが、建物の方向は同一。

Pと 一P2-P3ラ インの南延長線上に一 ピットがあり、これが本建物の付設構造物柱穴の可能性

が無 くもない。よってP5と してP3～ P5の距離を求めた。

平 面 :間口 1間 (1.6m以上)、 奥行き 2間 (4.2m)。 間ロラインは14号建物跡に並行する。奥行

き方向と見 られるライン上には大型の柱穴 3個 とその前方に小柱穴 (P5)1個 がある。 この小柱

穴を張り出しの構造物にともなうものとすると本建物 も廂か縁台付きであった可能性がある。

柱 穴 :下表による。

柱穴形状・規模

柱穴間隔

柱 穴 間 Pl～ P2 P2～ P3 P3～ P5 P5～ Pl

距  離

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代か。

(16)16号建物跡 (第 14・ 47図 )

検出位置・状態 :調査区域の中央南端で所在が判明 した建物跡。90%以上が調査区域の外になり、

大半の柱穴 (2個確認)が未検出である。 5号建物跡の真南に位置 し、それぞれの奥行きラインが

並行 していることから一連の建物跡と見ることができる。 5号との間隔は約1.5m。

平 面 :間口 1間以上 (不詳)、 奥行き 2間か (2.5m以上)。

柱 穴 :下表による。

柱穴形状・ 規模                 柱穴間隔

柱穴No Pl P2

形  状 円 円

大 き さ

深   さ

柱 穴 間 Pl～ P2

距  離

柱穴No Pl P2 P3 P4 P5

形  状 円 円 隅円方 円 円

大 き さ 0.8 0,6× 0,7

深   さ 44 49 45
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第4章 寺の前区の遺構と遺物

遺 物 :無 し。

時 期 :奈良時代か。

以上16棟の建物跡以外にも明らかに掘立柱建物の柱穴と思われるピットが調査区域の西半分の範

囲、すなわち 3号建物跡から16号建物跡が分布する一帯から検出されている。想定 した以外にも建

物が存在 した可能性は否定できない。

3。 その他の遺構と出土遺物

(1)窪地 (第 14・ 20。 23図、図版�)

検出位置・形態 :調査区域の中央、SB-04と SB-05の 間に挟まるような状態で検出された。 2棟

の住居址よりも後出の遺構と考えられるが、 2号建物跡との新旧関係は不明である。

形状と規模 :平面形は不整円形で底の浅い盤状の土坑である。規模は径約2.9× 2.6m、 深さは0.5m

前後。なお、坑底に接 して大小の角礫を円形に並べた遺構があり、内部には小さい円礫が残ってい

た。これがどのような性格の遺構かは不明である。

遺 物 :坑の底からやや浮いた位置や坑壁に付着するような状態で須恵器や割 り石が多数出土 して

いる。須恵器には奈良時代の雰や甕に混 じって古墳時代の魃 (第 23図34)等 も見出される。掘立柱

建物群の建設にともなう整地作業の際に土器や石をまとめて廃棄されたことが考えられる。

時期と性格 :奈良時代後半期に掘 られた廃棄土坑かと思われる。ただし、この廃棄用上坑は先行す

る土坑を拡大 して掘 られたことも考慮 しておく必要があるのかも知れない。

(2)SK-01(第 14。 45図、図版Ⅷ-2)

検出位置 。状態 :調査区域の西外れで13号建物跡と重複する。複合状態は13号の北西角の柱穴が本

土坑の中に位置すると思われたが、覆土中には柱穴の掘削を示すような土層が観察されなかったの

で13号建物消滅後に掘られた土坑と判断 した。

形状・規模 :楕円形を呈する。規模は長径3.7m、 短径2.4m。 深さ約0.5m。

遺物 :無 し。

時期と性格 :不明。

(3)SK-02(第 14・ 26図 )

検出位置・状態 i SB-08の南に接 して検出されたが、本土坑と住居址の共存はその接近状態から

否定される。

形状・規模 :形状は不整楕円形。規模は長径3.6m、 短径2.5m。 深さ不詳。

遺物 :無 し。

時期と性格 :不明。

(4)SD-01(第 14・ 39図 )

検出位置 。状態 :調査区域の中央で「窪地」遺構から西向きに走り、その後に急角度で折れて南西

方向に向かう。 4号建物跡の北東角柱穴と重複 し、同建物跡の 柱穴で止められている。SB-09

との新旧関係は不明。覆土中からは須恵器が出土 している。

形状・規模 :断面が台形状を呈 し、規模は長さ約■m、 巾0.4～0.9m。 深さ約0.7m。

遺物 :覆上下部よりほぼ完形に近い須恵器邦身が出土 (第39図 88)。 口径が小さく、体部から口縁
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部にかけて直立状になる。おそらく、宝珠形のつまみが付 き、日縁部に返 りのある蓋 とセット関係

をもつと思われる。

時期 。性格 :7世紀前半頃。排水用か。

(5)土器溜り

SB-10、 SB-11の 埋土上面からは大量の土器と割り石や礫が検出されている。これらは、おそ

らく、掘立柱建物の建設に当って旧来の竪穴住居等の建築物や遺構と化 した施設を処理 した際に出

た日用什器類その他をまとめて廃棄 したものか、または、何等かの行事で使用したものを一括廃棄

したものかと思われる。出土品で目立つのは奈良時代後半期の須恵器で、とくに輪状つまみの付い

た蓋堺が集中的に出土 した。

4.遺構外から出土 した遺物について

寺の前区では遺構にともなって出上 した遺物よりもはるかに多 くの量の遺物、とくに土器類が出

土 している。それらは弥生土器、土師器、須恵器、中 。近世陶磁器等があり、長期間継続 した本遺

跡の特徴を示すものとなっている。以下、種類・形状の明らかなものについて説明を加える。

A.遺構上面の覆土より出土 した土器 (遺構内出土遺物は既述)

(1)弥生土器 (第 48図 89～ 93、 図版�)

89、 90、 98は甕の口縁部。89は小さく外反する口縁部で端部を上下に拡張する。外面には凹線 3

条。内面頚部以下ケズリ。Ⅳ-2か。90、 93は 口縁部が複合状を呈 し、90で は並行沈線 3条以上、

93は櫛歯状工具による連続の刺突文を施す。両者体部にも櫛歯状工具の連続刺突文が見られる。内

面頚部以下ケズリ。V-2で あろう。91は体部片で連続刺突列点文が巡る。Ⅳ-1か 2と 思われる。

92は高堺の脚裾。端部に凹線が 2条巡る。Ⅳ-2。

(2)土師器 (第48図 94～ 105、 図版�)

94～96は雰・娩である。浅 く湾曲する底部に内湾 しながら上方で開く体部 。日縁部をもつ。97、

98は内湾する体部・口縁部で坑か小型の鉢と見る。以上の 5点は古墳時代に属する土師器と考える。

99～ 102は甕である。99～ 101は 国頚部が外反 し「なで肩」の上体部。102は体部がほとんど膨 ら

みをもたない。99、 100は古墳時代中頃のものか。103～ 105は牛角形の把手。

(3)須恵器 (第49～ 50図 106～ 132、 図版� oXX)

106～ 109は蓋ヌの身である。106は受け部が水平方向に小さく突出し、立ち上がり部は高 く直立

する。口縁端部の内側には小さい段状の切込みがある。出雲 (大谷編年、以下同様)2期 に相当す

るか。107、 108は受け部の位置が高 く、かつ斜目上方に突出し、立ち上がり部が低 く内傾 している。

出雲 4～ 5期に比定できる。109は 口径が小さく、出雲 6期に相当すると考える。1101ま壷の体部片。

並行沈線内を有軸羽状文で埋めている。出雲5期併行。117は はそうの頚部付近の破片。器壁が薄 く、

口縁部との境が鋭角の段をなしている。頚部が短いタイプで出雲 1期 に朔る可能性がある。

111は墨書土器。平底は回転糸切 りで体部が直線的に開いている。灰釉陶器の可能性がある。 9

世紀後半か。 112、 ■4は大型壷の体部下位。113は無脚の円面硯片。海部に墨が薄く付着 している。

115は高台が付 く甑と思われもので、底部に円形の穿孔が行なわれている。112～ 114は奈良時代後

半を中心とした時期のものと思われる。116～ 132は甕の口縁部 。上胴部である。116、 119、 121、 1
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且2は 口頚部が外反し、118、 120は直立気味である。いずれも口縁部が肥厚 しているが、118、 120は

幅広い突帯状を呈する。123～ 132は外面に併行叩き目、内面に車輪ないし花弁状の当て具痕が見ら

れる。■6、 118～ 132は奈良時代後半前後に時期比定されよう。

(4)瓦質土器と土師系土器 (第 51図 133～ 137、 図版承)

133は鉢の破片と思われる。□縁部が小さく肥厚する。内面にヨコハケが見られる。風化が進み、

判定が難 しい土器片。弥生土器の可能性もある。135は壷の口縁部か。内面に網目様の圧痕がある。

黄橙色を呈する。134は瓦質の土鍋。136、 137も 瓦質土器で火鉢片であろう。

(5)陶器・陶磁器類 (第 51図 138～ 155、 図版�・承)

138は東播系の鉢。139は備前焼の悟鉢片。口縁部が内傾し、端部巾がやや広 くなっている。ⅣB

で15世紀前半に属する。 140、 141は肥前系の陶器片。140は悟鉢、141は大皿の破片である。142は

石見焼の鉢片。

143～ 149は 中国製陶磁器。143は 白磁の底部で所属期は13世紀頃と思われる。144～ 148は青磁の

破片。 144、 145イよ龍泉系で12世紀中頃から13世紀中頃。148は香炉片である。149は青花の碗片。中

世末のもの。 150、 151は朝鮮系の磁器碗。

152、 158は伊万里焼の碗。154は瀬戸美濃系の坑。155は唐津の婉で16世紀末から17世紀前半に属

する。

B.表面採集された土器 (第 52図 156～ 161)

156～ 1591ま須恵器の蓋ヌの蓋と身。 156イよ輪状つまみが付 く蓋。天丼が高 く、国径が小さい。口

縁端部が鳥嘴状にわずかに尖る。石見空港編年のⅢ期と見られる。157か ら159は堺身。体部から口

縁部にかけて逆「ハ」字状に直線的に開いている。158は高台が底部縁に付いている。これらは156

の蓋と同時期であろう。160は甕の体部下位片。161は紡錘形の土錘。以上の他にも多数の須恵器・

土師器の破片が採集されている。

C.出土箇所不特定の土器 (第 53～ 54図 162～ 174、 図版承)

162～ 174で は寺の前区出上で出土箇所を特定できなかった遺物中、種類・器種・形状が明らかな

土器の図を示 した。162は土師器の界の完形品。焼成が悪いが器形全体をうかがうことのできるも

のである。時期は古墳時代。163～ 168は須恵器。163～ 165は奈良時代に属する高台付の郭 (163)、

壷体部 (164)、 甕体部 (165)で ある。165の 内面には2種類の車輪状 もしくは花弁状の当て具痕が

認められる。166は古墳時代末の高堺脚。167は釦状のつまみが付 く郭の蓋。 7世紀後半頃と思われ

る。168の鉢と169の高台は 7～ 8世紀頃であろうか。170は瀬戸美濃系の天目茶碗の回縁部。171は

土師器の大甕片。172は備前焼壺の口縁部。 1731よ鏑蓮弁文のある青磁碗。龍泉系Bl類。174は瓦

質の火鉢片。

D.密集状態で発見された土器 (第 55～56図 175～ 208、 図版承 。削)

SB-10。 11の 覆土上面から付近一帯で検出された須恵器である。175～ 183は輪状つまみが付 く

堺の蓋である。天丼部が比較的高 く、日縁端部が鳥嘴状に尖るのが特徴といえよう。微細な点で個

体差がみられるが、おおよそ―型式の範囲に収まるものと思われる。184～ 207は堺身である。184

は器高が高 く口縁端部が丸味をもつ。185～ 199は平底で体部から口縁部までほぼ直線的に外傾 し、

口縁端部が尖る。底部にはヘラ起 しの回転痕が明瞭に残り、焼成がやや甘 く、体部には重ね焼きの
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痕が見られる。200～ 207は高台付の雰身。高台が底部と体部の境の湾曲部に付き、体部が直線的に

外傾 し、口縁端部が尖っている。206、 207は体部が直立に近 く、他の高台付堺とは多少趣を異にし

ているが、偏差の範囲であろうか。いずれにしても175～ 207の蓋と身はその形状から石見空港編年

Ⅲ期に比定され、実年代が凡そ 8世紀後半～ 9世紀初頭に当るとしてよいと考えられる。208は 底

部に円孔があり、高台の付いた甑と思われる。209は高い高台。169と 同類であるが、上部の器体は

不明。

E。 その他の遺物 (第 57～62図210～ 270、 図版承・剛・XXll e xXll)

210～且71は寺の前区出土でA～ Dに属さない遺物である。

1)弥生土器 (210～214):210は甕。逆「ハ」字状に短 く開 く口・頚部。端部を上下に小さく拡大

し、外面に凹線 3条が巡る。内面頚部以下ケズリとなる。Ⅳ-2であろう。211～ 213は甕。211、

212は複合口縁状。213は複合口縁。V-2か ら3に相当する。214は多条の並行曲線文が施され

た甕の体部片か。Ⅳ期 ?

�)土師器 (215～230):215～ 220は甕。日 。頚部が大きく「 く」字状に屈曲するもの (215～ 217)、

短 く強 く屈曲するもの (218、 219)、 大きく外反するもの (220)が識別される。時期差であろう

か。221、 222は娩。前者は娩か小型の鉢に近い。223は牛角状把手が付 く甑。224は高郭で堺部と

脚部の接合部が稜のある段状を呈する。225、 豊26は甑の底部。底部縁近 くに円孔がある。227は

環状把手。 228、 229は牛角状把手。230は甕で製塩土器かと思われる。以上の土師器は古墳時代

から奈良時代に所属するものと考えられる。231は 紡錘形 土錘。232、 233釘状の土製品で瓦の

焼成時の溶着を防ぐハセ。

�)須恵器 (234～ 257):234はヌの蓋。天丼部と体部の境に突帯状の段がある。出雲4期 か。235

～243は堺身と蓋。235～ 237は石見空港編年Ⅲ期に属する。238は高台付の都と思われる。239～ 2

42は回転糸切 り痕が見られる。2391ま体部から口縁部に至る器壁が高 く、やや古式の相を示すが、

その他は 9世紀末から10世紀初めに属 し、おそらく、石見地方では最新型式の須恵器の一群と思

われる。244～247は壷の体部でロクロの回転痕が明瞭に残っている。奈良時代かそれ以降と思わ

れる。248は 円面硯の脚であろう。奈良時代か。249～257は 甕の口縁部・体部片。体部の外面に

は並行叩き目。内面には同心円状の叩き目や車輪状もしくは花弁状の叩き目が見 られる。奈良時

代を中心とする時期の甕であろう。

�)土器以外の遺物 (258～ 262)i258は石製の風字硯。陸部が相当窪み、かなり使用されたこと

が推定される。259は 円礫の磨石。里60は石皿か叩石。261は 黒曜石の剥片。スクレイパーか。262

は砥石で研ぎ面が大きく窪む。

263～ 270は 鉄関連遺物である。263は 短冊状の鉄板で破面には合せ鍛えの状況が見て取れる。

長辺の一方に刃部がある。鋤・鍬先鉄刃の両端着装部を欠出したものか。264は鉄鏃か鈍 と思わ

れる鉄片。265、 268は刀子か。266、 267は鎌の刃部。2691ま坑形滓。270は流動滓。
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0                                        3m

第 15図  SB-01平 面略図 《上段》・遺構遺物検出写真 《下段左上―上器出上状態、左下―全景 (南上

方より)》 ・ 出土遺物実測図 《下段右》

マ

ギ

○

0

0                      1ocm

?

鰯
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第16図  SB-02平 面略図 《上段》 。遺構遺物検出写真 《下段左上―全景 (左側より)、 左下一かまど

(東側より)、 右上―全景 (東側より)、 右下―遺物出土状態 (北側より)》

○

○
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第17図  SB-02出 上遺物実測図

ツ

○
°

第18図  SB-03平 面略図
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第19図  SB-04平面略図 《上段左》

ど、右上―全景 (南側より)、

。遺構造物検出写真 《下段左上―全景 (南東側より)、 左下一かま

右下―かまど》・ 出土遺物実測図 《上段右》
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0                                         3m

第20図  SB-05平面略図 《上段》・遺構検出写真 《下段右―全景 (北東側より)、

左―全景 (北東側より)》
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0                        10cm
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30
31

け綱熟
27

第22図 SB-05出 上遺物実測図 (そ の 2)

《左下―「窪地」全景 (北東側より)、 右上一

内の石囲い遺構》

SB-05遺物実測図 。「窪地」遺構造物検出写真

「窪地」とSB-04(北側より)、 右下―「窪地」

―-59-―



第 4章 寺の前区の遺構と遺物

A―一――

―
―
―
―
る

げ___

o                                           3m

・遺構検出写真 《下段左―東側第24図  SB-06・ 07平面略図・ 8号 。9号建物平面、断面図 《上段》

より》 。SB-06出 土遺物実測図 《下段右》
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第25図  SB-07出土遺物実測図

O(

SB-08・ SK-02平面略図 《上段左》・ 遺構検出写真 《下段左―全景 (南側より)、 右―かま

ど煙出穴》・出土遺物実測図 《上段右》
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0                         10cm

第27図 SB-09。 SD-01平面略図 《左上》、遺構検出写真 《右最上―全景 (北東側より)》 ・ 出土遺

物実測図
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第23図 SB-10・ 11平面略図 《上段》・遺構遺物検出写真 《下段左―全景 (南西側より)》 ・ SB-1
0出土遺物実測図 《下段右》
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3

SB-12。 13・ 14平面略図 《上段》 。遺構遺物検出写真 《下段左―全景 (東側より)、 右―SB―
12弥生土器出土状態》

第29図  SB-11出上遺物実測図

0
SB-12     °

―-64-―



第 4章 寺の前区の遺構と遺物
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第 3表 天蔵寺区出土遺物観察表

区
版

号

鷹

瓢
番

曲土地点 器 種
法 旦

皇 (cm)
形態・手法の特徴 色  調 胎  土 焼 成 備 考

口径 器高 底径

l SB01 甕
(弥生土器:

外 :2条 の凹線  剰 失 夕」点 又

色
色
橙

白
黄

灰
浅

外
内

粒砂
師
の
む

１
度
含

”
程
を

良好
スス付着
Ⅳ-1期内 :ハ ケ  ナ デ

2
SB02
-4

蓋
(須恵器)

つまみ径
52

外 :大一回転ヘラケ女 リ
回転ナデ 褐灰色

-2 mm 貼 り付け輪状
つまみほぼ完
形品内 :同簾 ナ デ

3 -10 蓋
(須恵 器 )

つまみ埜
60

外 :回転 ナ デ (E
(内面に黒点)

～ Z mm 員占り●Iけ 輪
'仄つまみ内 :同転 ナ デ

4 -8 蓋
(須恵器)

軽

お
つま

４ 強 い回転 ナ デ 褐灰色
-2 mm

輪状つまみ

5 -6 雰
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラ切り痕のちナデ 灰白色

′~l Dlm や
良

や
不

重ね焼き跡
(褐灰色)

内 :回転ナデ

6 -5 堺
(須恵器)

116
外 :回転ナデ

底一回転ヘラおこしのちナデ 灰白色
～ l mm 跡き

＞
焼
色

ね
灰

重
く

内 :回転ナデ

7 -11
堺

(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラおこしのちナデ

内 :回転ナデ
灰白色

-2 mm 重ね焼き跡
(暗褐灰色)

8 -9 郭
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラ切り痕のちナデ 灰 色

-2 mm
良好 貼り付け高台

内 :回転ナデ

9 -3 郭
(須恵器)

外 :強い回転ナデ
底一回転ヘラおこし

内 :強い回転ナデ
灰 色

′‐Ψ2mm ム
ロ

古
回け

釉
付
施

貼
薄

-3-② 小皿
(土師器)

外 :回転ナデ
底一回転糸切 り痕

内 :強い回転ナデ

外
内

灰貢褐色
にぶい黄橙色

-8 mm
中世

11 -2 高堺
(須恵器)

外 :ロ ー回転ナデ
郭―ヘラケズリのちナデ
脚一回転ナデ 灰白色

～ 4 nm

内 :ロ ー回転ナデのちナデのち指圧痕
脚一回転ナデ

12
SB04
-16

雰
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラナデ 暗青灰色

～ 2n4

内 :同鋲 ナ デ

-11
小型壷
(須恵器)

外 :回転ナデ タテ、ナナメ方向の
タタキロ
体下―ところどころ回転ナデ 明褐灰色 密

内 1体上一回転ナデ 同心円状のタタキ
目

-14 甕
(土師器)

外 :ロ ーヨヨナデ
体―ケズリのち指ナデ

明黄褐色
～ 2 mm

程度の砂粒
を含む

一　
　
一ア

一　

ナ

一デ
嵯

一ナ
リ

百

ズ

百

ケ

一
一

一

一口
体

一内

15
SB05
-39

r4、

(須恵器)

外 :回 転 ナ デ
灰 色

‐ツ l mm
良好

内 :同転 ナ デ

-49 邦
(土師器)

外 ナ デ 指 L痕
灰白色

～ 2■m

均 :細い ミガキ 子旨圧痕

17 -26 甕
(土師器)

早 拙 口 豚

にぶい橙色
-5 ml外 : ローヨコナデ

体―タテハケのちナデ
ヽ
ア

一ナ

リ

百

ズ

百

ケ

一
十　
一

一口
体

一内

-21
-22

小型甕
(土師器)

約
鴎

早 純 回縁

黄褐色
～ 2 mm

金雲母
外 :ロ ーヨコナデ

体―ナデのち指圧痕 指ナデ

内 :回 ―ヨコナデ
体―ケズリのち指圧痕

-18 甕
(上師器)

単 純 口縁

にぶい黄橙色
～ 3 mm

金雲母
外 :ロ ーナデのち指圧痕

体―ハケのちナデ

内 1ロ ーナデのち指圧痕
体―ケズリ

甕
(土師器)

早 紀 国 Ifa

黄褐色
～ 2 mm

良好

外 :ロ ーヨヨナデ
体―ナデ

内 1ロ ーヨコナデ
体―ケズリ

-20 賓
(土師器)

早 租 国 豚

にぶい黄橙色
～ 4 mm 並

口

外 :ロ ーヨコナデのち指圧痕 指ナデ
体―ハケのちナデのち指ナデ

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ

-46 甕
(土師器)

早 糾 国稼

明責褐色
～ 2 mm

風 化

外 :ロ ーヨコナデ
体―ハケ

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ
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挿区
出土地点 器  種

法 亘塁 (cm)
形態 。手法の特徴 色  調 胎 土 焼成 備 考

口径 器高 底 径

SB05
-45

甕
(土師器)

220 浅黄橙色

′-3 nm
程度の砂粒
を含む

並
日 風 化

外 :ロ ーヨコナデ
体一ハケロ

内 ローナデ
体―ケズリ

-31 甕
(土師器)

単 純 口縁

黄褐色
-3 mm

風 化

外 :ロ ーヨコナデ
体―粗いナナメのハケ

ア^ナ

リ
コ
ズ

ヨ

ケ
一　
一

口

体
内

-37 甕
(土師器)

単 純 口縁

外
内

にぶい黄橙色
灰白色

～ 2 1nm
外 :ス ス付着

外 :ロ ーヨヨナデ
体―ハケのちナデ

デナ

リ
コ
ズ

ヨ
ケ

一　
一

口
体

内

-25 甕
(土師器)

早 紀 口縁

黄褐色
～ 2 mm

良好

≡
ア
ハ

一ナ

い

一指
粗

一ち
の一つ獅け

一
ヨ

ナ

一
一

一

一口
体

一外
ケのち

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ

-24 小型甕
(土師器)

外 :日 ―ナデのち指圧痕
体―ナデ

にぶい黄橙色
′-2 mm

風化
内 :ロ ーナデのち指圧痕

体―ケズリ

-24
(土師器)

110
外 :ロ ーナ デの ち指 ナ デ  丁

=fL狼 黄褐色
-2 mm

内 :ロ ーナデのち指ナデ 指圧痕
体―ケズリ

-43 把手
(土師器)

外 1ロ ーハケのち指ナデ 外
内

にぶい黄橙色
灰白色

-2 mm
良好 外 :ス ス付着

内 :ケ ズリ

ＳＢ０５『・２２４
蓋

(須恵器)

駆
２

外 :回転ナデ 外 :暗灰色
内 :灰色 密

然自
る
み

に
か
ま

状
か

つ

釉
が
状

施
釉
輪内 :回転ナデ

-225 堺
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラおこし

灰白色
～ 5 mm

程度の砂粒
を含む

重ね焼き跡
内 :回転ナデ

底一強い回転ナデ

-226 郭
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラおこしのちナデ

灰白色
′-l mm

重ね焼き跡
内 :回転ナデ

底―強い回転ナデ

-223 査
(須恵器)

外 :回転ナデ 外
内

灰オ リーブ色
灰色

-2 nd 施釉状に自然
釉
(濃緑色)内 :回転ナデ

-227 はそう
(須恵器)

穿 子Lあ り

灰色 微砂粒
外 :ロ ー回転ナデ

体一方キロ状の条痕 ナ デ

内 :日 一回転ナデのち指圧痕
底一回転ナデ

SB06
-140

堺
(須恵器)

外 :回転ナデ 外
内

黄灰色
灰色

-2 mm
程度の砂粒
を含む内 :回転ナデ

-139 資
(土師器 )

外 ローヨコナデ
責褐色

^▼ 2 mm
不良 風 化一内 ローヨコナデ

SB07
-126

蓋
(須恵器)

132
つまみ径
58

外 回転 ナ デ 外

肉
明褐 灰 色

「

缶
～ 2Ш血

良好
貼 り4↓ 1ナ軍命】犬
つまみ一内 天一回転ナデのち指圧痕

-133 蓋
(須恵器)

つまみ径
64

外 :強い回監 ナ デ

灰 色
-2 mm 輪状つまみ

ほぼ完形品内 :天一強い回転ナデのち指ナデ
体一回転ナデ

-128 重
(須意 器 )

つまみ径
70

外
一内

蠍ナテ 外 :灰色
内 :暗灰色

-2 mm 貼 り付け輪林
つまみつ まみ 内 に爪跡

-137 蓋
(須恵器)

9まみ径
64 外 :回転ナデ 灰オリーブ

-3 mn
不良

貼り付け輪状
つまみ
内 :風化

-127 不
(須恵器)

102
外 :回転 ナ デ

灰白色
-2 mm

重ね焼き跡内 :回転ナデ
底―強い回転ナデ

-129 郭
(須恵器)

離
酪

外 :回転ナデ
底一回転ヘラおこしのちナデ 灰 色

′-l mm
良好 貼り付け高台

一内 底―強い回転ナデのち指圧痕
SB08
-119 1鴛蕉 瀑 う

,まみ径
64

外 :回私 ナ テ
内 :青灰色

～ 2 mm
外 :自然釉

内 :同録 ナ デ の ち指 ナデ

-121 蓋
(須恵器)

17
肥
認

外 :回転 ナ デ

青灰色
～ 3 mm

釉
み
品

然
ま
形

白日
つ
と死

‥
状
ば

外
輪
ほ内 :強い回転ナデ つまみ内指圧痕

-120 郭
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラおこしのちナデ

灰褐色
～ 2 mT

内 :回転ナデ
底―強いナデのちナデ
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煮区
�肪
番掲

出土地点 器 種
法 量 (cm)

形態・手法の特徴 色  調 胎  土 焼成 備 考
口径 器 高 底径

SB08
-123

小型甕
(土師器)

外 :日 ―ヨコナデ
体―ハケのち指ナデ

責褐色 粒砂
ｍ
の
む

３
度
合

”
程
を

風化
ア^ナ

リ
コ
ズ

ヨ
ケ

一　
一

団
体

内

SB09
-110

甕
(土師器)

早 槌 口稼

外

内
浅責橙色
にぶい黄橙色

～ 3 mln
良好

外 :日 ―ヨコナデのち指圧痕
体―細いハケのちところどころナデ

内 :ロ ーヨコナデのち指圧痕
体―ケズリ

-105 甕
(土師器)

早 肥 四 豚

明黄褐色
-4m

外 :ス ス付着

外 :ロ ーヨコナデ
体一細いハケのちナデ

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ

-108 小型甕
(土師器)

早 7TIL口

'隊

灰責褐色
～ 2 mm

外 :ロ ーヨコナデのち指圧痕
体―ハケロ

内 :ロ ーヨコナデのち指圧痕
体―ケズリ

-107 高堺
(土師器)

内 :ヨ コナデのち指ナデ 明黄褐色
-l ml 並

日 外 :風化

51 -108 甕
(土師器)

外 :太いハ ケ 日

にぶい責橙色
～ 3 mm

良好 外 :ス ス付着内 体 (上)一 ナデ
体 (中～下)― ケズリ

SBl
-214

甕
(須恵器)

外 :タ テ、 ナ ナ メの半 行 タ タキ 日

内 :同ザド、円】犬の ク クキ 日
暗灰色

～ 3 mm
〃(わ ずか)

SBll
-216

郭
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラおこし 浅黄橙色

～ l mm
不良 風化

内 :同転 ナ デ

-220 必
(須恵器)

外 !強い回転ナデ
底一回転ヘラおこしのちナデ

内 :強い回転ナデ
灰 色

～ l mm
重ね焼き跡

-116 郭
(土師器)

外 :体上―ヨヨナデ
体―多方向のハケのち指ナデ 外

内
にぶい橙色
灰褐色

-2 mm
良好 内 :ス ス付着

「アナちの一アナコ
＝
フ

ヨ
ズ

一
ケ

上

一

体
体

内

-218 大型甕
(須恵器)

外 :ヘ ラによる斜目の幅広の連続線文の
ち横 3条  1条の凹線文 外 :灰色

内 :淡灰色
-2 Hll

内 :ョ ョナ デ

S B12
13。 14
-63

郭
(■師器)

外 :ヨ コナデのち指ナデ
にぶい黄橙色

～ 2 nun 外・内 :ス ス
付着内 :ナ ナメ、タテ、ヨヨナデのち指圧痕

-56
j4N

(須意器)

外 :回転 ナ デ
灰色

^ヤ 3m血
肉 :同環 ナ デ

-61 甕
(土師器)

外 :幅広のクシ状工具のハケのち
ナデのち指圧痕

にぶい黄橙色
～ l mm

外 :ス ス付着内 :ロ ー幅広のクシ状工具のハケのち
指圧痕
体上―ケズリ

-53 甕
(土師器)

単 純 口稼

明黄褐色
～ 2 mln

外 :ロ ーヨヨナデ
体一ハケのちヨコナデ

内 :ロ ーヨヨナデ
体―ケズリ

-56 甕
(土師器)

単 純 国縁

明責褐色
～ 3 1nln

外 :ス ス付着

外 :ロ ーヨヨナデのち指圧痕
体―幅広のクシ状工具の ケ

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ

SB15
-104 〔須恵器) 92

外 :回転ナデ

内 :回転ナデのちナデ
白灰色

～ z mm
貼り付け高台

SB16
-98

甕
(土師器)

早 fIL口 豚

明黄褐色
～ 2盈 In 並

ロ 風化

外 :ロ ーヨコナデ
体―ナナメハケのちナデ

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ

-96 小型甕
(上師器)

単 純 口縁

灰黄褐色
～ 2 mln

風化

外 :ロ ーヨヨナデ
体一ハケのちヨコナデ

デ

′く

ナ

リ
コ
ズ

ヨ
ケ

一　
一

口
体

内

-99 甕
(土師器)

単 TFIL国 縁

外

内
明黄褐色
灰白色

～ 4 mlE
良好 外 :ス ス付着

外 :ロ ーヨコナデ
体―幅広のクシ状工具のタテハケ

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ
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区

肪

■
．

帝

コ

吾
出土地点 器 種

法 量 (cm)
形態・手法の特徴 色   調 胎 土 焼成 備 考

口径 器高 底 径

SB16
-100

甕
(土師器)

茶褐色 粒砂
側
の
む

５
度
含

”
程
を

良好 内 :ス ス付着
外 :ロ ーヨコナデ

体―幅広のクシ状工具のハケ

内 :ロ ーヨヨナデのち指圧痕
体―ケズ リのち指

『

雇

-101 甕
(土師器)

□ 縁

明責褐色
′-2 nn

不 良
外・内 :体部―
風化

71・ ローヨコナデ
内 :同 一 ヨ コ ナ デ

SB17
-94

甕
(土師器)

早 trB口 稼

明掲色
～ 2 mm 口縁部は風化

古墳時代後期

一ア
の

ナ
向

コ
方

ョ
多

一

一

口
体

外
ケのちナデ

内 :体―ケズ リ

-95 甕
(土師器)

単 純 口縁

暗橙色
～ 3 alll

良好
ス
着
期

ス
付
後

，

代

内
　
時

・　
墳

外
　
古

外 :ロ ーナデのち指ナデ
体―ハケのちナデ

ナ

ズ

ナ

ケ
一　
一

団
体

内 ヨコナデ

-84 甕
(土師器)

早 組 口 豚

明黄褐色
～ 2nェ

外 :ロ ーヨコナデのち指ナデ
体―ハケのち多方向のナデ

内 1ロ ーヨコナデ
体―クシ状工具によるナデ

-87 霊

(須恵器)

早 FrL四 縁

灰色
～ l dul

古墳時代外 :ヨ コナデのちハケ
内 :ョ コナ デ

SB20
-83

甕
(須恵器)

外 :多方向の平行 タタキロ
内 :同心円状のタタキ日

外 :灰色
内 :灰白色

SB22
-77

郭
(土師器)

外 :体一回転ナデ
底一回転ヘラおこしのちヘラエ具による

ナデのち指圧痕 外 :暗青灰色
内 :灰白色

～ 2 mm
古墳時代後期

内 :体一回転ナデ
底一回転ナデのち指ナデ

SB23
-64 (須恵器) 104

回転 ナ デ
灰褐色 削り出し高台内 :回転ナデ

-65B 琢
(須意器 )

高台径
88

ヨコナデのち一部にハケ
冶い同録ナデ

外

内
明褐灰色
灰々

～ 2 mm
貼り付け高台

-67B 蓋
(須恵器)

外 :天 一回転ヘラケズ リ
裾一回転ナデ

内 :強い同転ナデのち指F雇
色

色
褐

灰
灰

外
内

～ 2 mm つまみ付 (?)

-70 小型壷
(須恵器)

杯 濁もは扁 球 形

色
色

褐
灰

灰
青

外
内

′-2 mm

線
線
凹

凹
の

デ
い
条

ナ
浅

１

転

一
一

回
頸
体

外

内 :強い回転ナデ

-73 甕
(娼意器 )

外 :格子のタタキ日
内 :日川

｀
円ヽ,★ のクタキ日 灰 色 密

-64 琢
(須恵器)

230

外 :体一回転ナデ
底―ヘラケズリのちナデのち指圧痕

明褐灰色 粒砂
画
の
む

３
度
含

々
程
を

歪内 :体一回転ナデ
底―強い回転ナデのちナデのち

指圧痕

-67-③ 甕
(土師器)

早 冷町四豚

黄褐色
-2 mm

不 良
外 :ロ ーヨコナデ

体一太いハケ

内 :風化

-67 甕
(上師器)

早 租 四豚

明黄褐色
-2 mm 能

ロ 内 :風化
外 :日 ―ヨコナデ

体一ハケのちナデのち指圧痕
一内 ローヨコナデ

-69 甕
(土師器)

早 林叱四 稼

橙 色
-3 alln 外 。内 :ス ス

付着

外 :ロ ーヨコナデ  体―タテハケ

内 :ロ ーヨコナデ
体―ナデのち指ナデ 指圧痕

ケズ リ

-67-①
床面直上

竃
(土師器)

早 租 四 豚

黄褐色
～ l mm

風化
外・内 :ス ス
付着
金雲母

外 :ロ ーヨコナデ
体―ハケ

デ
ズ

ナ
ケ

一　
一

口
体

内

-67-B 甕
(土師器)

早 紀 口縁

明責褐色
-2 mm

風化

外 :ロ ーヨコナデ
体―ハケ

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ

-67-B 甕
(土師器)

早 紀 口縁

明責褐色
～ 3 mm

風化
ネアナ

デ

ち

ナ

の

コ

ケ

ヨ

ハ

一
　

一

口
体

外

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ
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障区
�瘍
洛
=

出土地点 器 種
法 量 (cn)

形態 。手法の特徴 色   調 胎 土 焼成 備 考
口径 器高 底径

ＳＢ２３・６７］耀ｍ

甕
(土師器)

明黄掲色
～ 2 mm

程度の砂粒
を含む

良好

外 :ロ ーヨコナデ
頸～体―ハケのち指ナデ

デ
′く

ナ
キ

リ

コ
ガ

ズ

ヨ
ミ
ケ

一　
一　
一

口
頸
体

内

-67-②
床面直上

畜
(土師器)

早 紀 四縁

黄褐色
-3 mm

並
日

一外 国 ― ヨ コ ナ デ

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ

SD01
-117

郭
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラおこしのちナデ

灰色
-2 mm

良 好
内 :回転ナデ

底―強い回転ナデのちナデ

Ａ

ｌ
甕

跡 牛十器:

端部は斜目上下に拡張

外 :ロ ー 3条の凹線
体―ナデ にぶい黄橙色

～ 2 Hn
Ⅳ-2

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ

甕
(阻 器

端部は斜目上下に拡張

外 :ロ ー 3条以上の沈線
体―クシ状工具による連続刺突文

波状文 橙色
～ 2 mm

外 :口縁部に
コゲ付着

V-1か 2
おアナ

リ
コ
ズ

ヨ
ケ

一　
一

口
体

内

甕
(慨 器

外 :細いハケのち 2段以上のクシ状工具
(5条)による連続刺実文 灰黄色

-2 nm 金雲母
Ⅳ-2

内 :ケ ズ リ

脚(高郭)

(雌 器

外 脚―細いハケのちナデ
据-3条の凹線 外 :浅黄橙色

内 :橙色
-2 mm

一内 回転ナデ

甕
(熾 器

外 :ロ ークシ歯状工具の押引文
体―クシ歯状工具の押引文 外 :に ぶい黄橙色

内 :橙色

ハツ2 mm

ア^ナ

リ
コ
ズ

ヨ
ケ

一　
一

口
体

内

Ａ

２
郭

(土師器)

外 :タ テ方向のナデ 外 :浅黄橙色
内 :明赤褐色

～ 341m 外・内 :赤色
顔料塗布内 :ナ デのち指圧痕

芥
(土師器)

は 剖Stよ半 理

橙 色
～ 2 mm

金雲母
外 :ロ ーナデ

体一ハケ

内 :ロ ーナデ
体―ナデのち ガ キ

郭か婉
(土師器)

外 :ロ ーナデ
体―ハケのちナデ

橙 色
～ l lnlr 外・内 :赤色

顔料塗布内 :ロ ーナデ
体―ナデのちミガキ

功

師器)(土

ダト:ナ デのち指ナデ
灰白色

ヤ l mm
金雲母

内 :ナ デ の ち指 ナ デ

坑
(土師器)

外 :ハ ケのちナデ 外 :橙色
内 :灰黄褐色

～ l mm
やや艮

外 。内 :ス ス
付着内 :ナ デのち指ナデ

甕
(土師器)

200

単 純 口縁

外 :浅黄橙色
内 :橙色

～ 4 mm
良好

外 :ス ス付着

古墳時代中頃

外 :ロ ーナデのち指圧痕
頸―ハケのちヨコナデ
体―クシ状工具によるナデのち指圧痕

デ
ズ

ナ

ケ
一　
一

口
体

内

甕
(土師器)

重 細 □繊

にぶい黄橙色
-l mm 金雲母一　

一

口
体

外 ケのちナデ
ケのちナデ

内 :回、頸―ナデのち指圧痕
体―ケズリ

由 項 時 代 甲 LR

甕
(土師器)

220

早 紀 国縁  厚 手

外

内
にぶい黄橙色
灰白色

ヤ́3 mm
金雲母

外 :ロ ーヨコナデ
体―ハケのちナデ 指ナデ

デナ

リ
コ
ズ

ヨ
ケ

一　
一

口
体

内

密
(土師器)

則 恵 口縁
外

内
淡黄色
にぶい黄橙色

-2 alln ス
母〓

〓

外

金

ス付着外 :ロ ーヨコナデ
頸―ナデのち指圧痕
体一細いハケ 指圧痕

把手
(土師器)

牛角状 ナデ 橙色
～ l mm

把手
(土師器)

牛角状 ナデ にぶい黄橙色
～ 3 1nm

把手
(土師器)

牛角状 ナデ 浅黄橙色
～ l mm

106
Ａ

Ｒ
郭

r緬百奥ヽ
外
肉

回転 ナ デ
青灰色

′-3 mm
同 豪 チ デ
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区

版

号

帝

コ

豊
出土地点 器 種

法 量 (cm)
形態 。手法の特徴 色  調 胎 土 焼成 備 考

口径 器高 底径

Ａ

３
郭

(須恵器)
133

外 :回転ナデ 外 :ロ ー青灰色
体一灰緑色

内 :青灰色

～ 5 mm

程度の砂粒
を含む

良好
外 :自 然釉
(下位)内 :回転ナデ

堺
(須恵器)

外 :口 ～体一回転ナデ
底―ケズリのちナデ 灰白色

-3 mm

内 :回転ナデ

琢
(須恵器)

外 :上部―ヨコナデ
下部―ケズリ

暗青灰色
-2 mm

内 :ロ ーナデ
底一指ナデ

(須恵器)

外 :回転ナデ
上一凹線
下一浅い凹線 連続刺突の羽状文

外

内
暗青灰色

濃青灰色

′～ 3 mm

内 :同簾 ナ デ

堺
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転糸切痕 灰白色 級密 9C後～

内 :同豪 ナ デ

(須恵器)

外 粗いケズ リのちナデ 外 :黒灰色

内 :灰白色

-3 mm
程度の砂粒
を含む

黒い斑点様の
粒子
奈良時代後期内 強い回転ナデ

硯

`須

点器う
外
内

―ハケのちナデ
諄 +ギ 青灰色 密 奈良時代後期

大型壷
(須恵器)

外 ケズリのち回転ナデ
底―ナデ

外

内

暗青灰色

灰緑色

1-3 mn
程度の砂粒
を含む

内 :自然釉
奈良時代後期

内 同転 ナ デ

翫様土器
(須恵器)

1高台径
比60

回
回

外 :明灰黄色
内 :灰褐色

～ 3 mm
奈良時代後期

鑑ナデ

甕
(須恵器 )

の口縁ヨ
` 灰 色

～ l mm
奈良時代後期転 ナ

転ナデ

はそう
r須苗哭ヽ

回 監 ナ デ 外 :青灰色
内 :暗青灰色

～ l mm
古式のはそう

同 祭ナデ

甕
(須恵器)

LI tt tS矢 市 択

暗青灰色
～ l mm

奈良時代後期外 :回転ナデ
端―浅い溝

内 :同禁 ナデ

⑭齢
重
須

二
回
一同

団
Ｔ
ｉ
…

盆
外
丙

(付槙 で 卜万 に夫 常 が 巡 る

灰色
-2 mm

奈良時代後期ナ デ

ナ デ

甕
(須恵器)

220
口縁部は肥厚 し、端部は内に折 り込む

灰色
月台i におゞ時`褐色

～ 3 mm
奈良時代後期外 :回転ナデ

内 :同環 ナ デ

資

(須恵器 )

外 回 転ナデ
灰 色

-3 mm や
良

や
不 奈良時代後期一内 一同転 ナ デ

小型甕
(須恵器)

外
一殉

Ｌ
一花

R→ RL半行 タタキ日のちナデ

弁様 タタキロ
灰色

-l mm
良好 奈良時代後期

甕
(須恵器)

外 :RLの ナナメ平行タタキロ
頸部との境―ナデ 灰色

～ 2 nn
奈良時代後期

内 :カ ゴ底続 ク タキ 日

甕
(須恵器)

外 :帯 目状 の タテ方 向 の タ タキ ロ
外

内
青灰色
灰青色

～ 2 1ntr
奈良時代後期内 :ザル底状の器具による同心円状の

タタキロ

甕
(須恵器)

外 :わ ずかにRLの ナナメタタキロ
上方―ナデ 外

内
黄灰色
にぶい橙色

～ l mm 韓
良

奈良時代後期
内 1車輪様タタキロ

上方―ナデ

餐
(須意 器 )

ハ
一内

力
一大

キ 日

きな重 輪 状 タタキ 日の ち ナ デ
灰色

～ l mm
良好 奈良時代後期

甕
(須恵器)

外 :硲 目のタタキロ
i様 タタキ日

灰色
～ 4 mm

奈良時代後期
内 :車

甕
(須恵器)

外 :ナ ナメ平行タタキロのち回転ナデ 外

内
黄灰色
にぶい褐色

～ l mm
奈良時代後期

内 :車輪様タタキロ

i器 )

外
一内

RLナ ナ メ タ タ十 日 太 い縄 日

花弁  ザ ル底様 タ タキ 日
色褐

色
貢
灰

灰
黄

外
内

～ l mal 韓
良

奈良時代後期

甕
(須恵器)

外 :タ テ方向の平行タタキロのち
回転ナデ 外 :灰黄色

内 :に ぶい黄橙色
-l mm

奈良時代後期
内 :車輪様 タタキロ

甕
(須意器)

外 :タ テ方向の平行タタキロのち
回転ナデ

色
い

白
ぶ

灰
に

‥
‥
色

外
内
褐

～ l lmm
奈良時代後期

内 :亘輸 緯 ク タ キ 日

甕
(須恵器)

外 :回転ナデのちタテ、ナナメの平行タ
タキロ

外

内
黄灰色
灰色

～ 2 mln
良 好 奈良時代後期

内 :蔵弁 様 タ タキ 日

A
(4)

鉢
(瓦質 ?)

外 :回転ナデのち指圧痕 色
色

黄
黄
色

浅
灰
黒

外
内
胎

～ 2 mm

内 1回転ナデ (ハ ケ状痕)のち指圧痕

外
内

淡灰黒色
黒灰色

～ 2 mm
貼り付け突帯

肉 :ヨ コ ナ デ
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区

筋

鍔

斎

�

肇
出土地点 器 種

法 量 (cm)
形態 。手法の特徴 色  調 胎 土 焼 成 備 考

回径 器高 底径

Ａ

４
直口壷
Q師器系

姉封Stよ グこワ>■ IIA

にぶい黄橙色
～ Z mm柱反
の砂粒を合
む

良好 金雲母外 :ナ デのち指頭圧痕
内 :布 日  ケ ズ リ

火鉢
(瓦質)

外 :端
頸

―浅い上下のナデ
ーヨコナデ 半目状の竹管文(3個 )

色灰
色

黒
黒

外
内

-l mm や
良

や
不

内 :ョ コナデ

火鉢
(瓦質)

外 :ナ デ (ミ ガキ?)花弁を刻む
頂―光沢をもつ 茶褐色

～ l DIIn
良好

内 :ヨ コナ デ

Ａ

５
鉢

(陶磁器)
240

外 :回転ナデ
ロー焼成時に付着物 灰白色

～ 2 mll
重ね焼き跡
東播系
Ⅳ一B内 :同様 ナ デ の ち指 ナ デ

139 悟鉢
(陶器) 柳一蜘一［

]広の突 帯 状 外

内

灰褐色

暗灰褐色

-3 mm 備前焼
15c前半ξナデ

〔ナデ 糟日 (4築う

鉢
器

悟
陶

６

鶉
加
ぐ
０

口縁 部 め由 tず て雫縁減に掛

灰褐色 微砂粒 肥前系 近世ナ デ

天 ulL

(陶磁 器 )

外 :回
肉 :同

外 :暗赤灰色
内 :褐灰色

緻 密 施釉 肥前系
ナ デ

鉢
(陶磁器)

の

イ

エ
‥

陀
在
Ｔ
肉

外 :灰色
内 :オ リーブ灰色 石見焼 施釉転ナデ 間入

転 ナ デ 間入

皿
(陶磁器)

』も1よ

:FRR

■州Dミ

明オ リーブ色
日磁  甲国裂
13c

碗
(陶磁器)

舟言栓
48 高台付 オリーブ灰色 青磁 龍泉系

12c中～13c中

碗

(陶磁器)

夕牛 :自

肉 !F「

り出 し銅 運 弁 文  間人
入 黄褐色 育ほ  龍 /R糸

12c中～13c中

碗
(陶磁器)

外
内

オリーブ灰色 青磁 15c

碗
(陶磁器)

オ リーブ灰色 青磁 15c

香炉
(陶磁器)

オリーブ灰色 青磁 中国製

碗
(陶磁器)

高台径|

46

島 含 4可

外 :1重線文 間入
色
色
色

灰
黄
藍

緑
‥
‥

明
胎
文 脚後”‐７ｃい

説
‐６ｃ駒内 :3琶 繰 支  FgR入

碗
(陶磁器)

高台径|
46

島 台 付

灰 色
朝鮮 施釉
削り出し高台外 :間入

内 :FBq

碗
(陶磁器)

講
幅

島 台 1寸

灰白色 密
朝鮮 施釉
削り出し高台外 :間

内 :FBR

碗
(陶磁器)

講
処

様文石
文
文

線ヽ
線

物
重
重

植
２
１

一　
一　
一

体
高
底

外 1重線文
灰白色
文 :藍色 徹 密 伊万里 施釉

碗
(陶磁器)

内 :ロ ー四方欅文
外
内
文

オリーブ灰色
灰白色
藍色

伊万里系
施釉

坑
(陶器)

調
蠅

高台付 見込み部分に胎土目
胎 :灰白色
釉 :淡黄茶色

密
瀬戸美濃 施釉
削り出し高台

坑
(陶器) 45

尚 含 何 にぶい黄橙色

釉 :明青灰色

唐津 施釉
削り出し高台
16c後～17c前内 :見込み部分に胎土目

B 蓋
(須恵器)

霜
０

外 :天丼～体中―ケズリ
体中～ロー回転ナデ

外

内

暗緑色

灰白色

藉

え

拘

卵

釣

１
■
子
К

み
跡
＞

ま
き
色

つ
焼
白

状
ね
灰

輪
重
く内 :回転ナデ

郭
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラおこし

緑灰色
-2 mm

ほぼ完形
内 :回転ナデ

底―ハケ状工具によるナデ

14N

(須恵器)

外 :回転 ナ デの ち ナ デ
灰色

～ 2 mm

内 :回転 ナ デの ち ナデ

必
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラおこしのちナデ

暗灰色
′-3 mm

並
日 重ね焼き跡

内 :回転ナデ
底 :強い回転ナデ

甕
(須恵器)

外 :RL、 上下方向の平行タタキロ
下方―ナデ消し

外

内

灰色

灰白色
～ 2 nTl や

良
や
不 自然釉

内 :同心円状のタタキロ

土錘
(上師器)

(長 さ)

42
(幅
18 にぶい黄橙色

ヤ l mll

C 不
(土師器)

内 :ナ デ 明黄橙色
～ 2 nm

不良 風化

17h

(須恵器)

まみ雹
86

外 :回転ナデ
底一同転ヘラおこしのナデ

灰 色
-l mm

良好 貼り付け高台
内 :回転ナデ

底一回転ナデのちナデ
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膠
口巧

刹
曇

出土地点 器  種
法 量 (cnl)

形態・手法の特徴 色  調 胎 土 焼成 備  考
口径 器高 底径

C
(須恵器)

外 :回 転 ナ デ

灰色 粒砂
ｍ
の
む

３
度
含

”
程
を

良好 貼り付け高台内 :回転ナデ
底 :粗い回転ナデ

甕
(須恵器)

外 :R
内 :2

、LRの平行タタキロをナデ消す
i類 の車輪様 タタキロ

灰 色
′-l lam

高郭
(須恵器)

外 :上一回転ナデ
中―シボリ痕
下-2条の凹線 暗灰色

-2 1nm
古墳時代末

内 :回転 ナ デ

蓋
(須恵器)

つまみ径
40

外 :回転ナデ つまみ部分は指ナデ
灰茶色

~l m4 擬輪状つまみ
7c後半内 :強い回転ナデ

鉢
(須恵器)

線
線

沈
沈

の
の

デ
条
条

ナ
ー
２

転

一
一

回
上
中

外

灰色
‐V l mln

7c～ 8c
内 :同録 ナ

脚
(須恵器)

外 強い回転ナデ
灰色

^V l mm
上部に載せる
容器は不明
7c～ 8c内 :強い回転ナデ

碗
(陶磁器)

130 黒茶褐色 緻密 天目 瀬戸美濃

甕
(土師器)

外 クテハケのちヨコナデのち指ナデ
外

内

灰褐色

暗橙色
粒砂

ｍ
の
む

５
度
含

”
程
を

内 :ロ ーハケのち指ナデ
体―ケズリ

(陶磁器)

ヨコナデ 外 :暗余 僑 也

内 :黒褐 色

～ 5 mm
備前

ヨ ヨ ナ デ

碗
(陶磁器)

外
一内

り出 し運弁 間人
入

オ リー ブ灰 色 級 密
青花龍泉系Bl類
12c中 ～13c中

火鉢

`瓦

管う
外
一内

Z条の緑又の間に又標
ナデのちキ旨肝痛 灰白色 密

D 孟
(須恵器)

つまみ径
64

外 ,天―ケズリ
回転ナデ つまみ内に爪状の調整痕 掲灰色 粒砂

ｍｍ
の
む

２
度
含

”
程
を

完形品
貼り付け輪状
つまみ肉 :同軒 ナ デ

蓋
(須恵 器 )

170 軽
Ю

外
一内

凹
一酎

ナ デ  つ ま み 肉 に ,ヽ猿 の 調 整 侵
灰色

～ Z mm 貼 り付け輪林
つまみナ デ

蓋
(須恵器)

糀
０

外
一内

回

一回
ナデのちナデ

灰色
～ 2 mm 貼り付け輪状

つまみナデのちナデ

≡
(鴛蕉器う 31

つまみ径
58

回転 ナ デ
灰 色

～ 2 mln 貼 り付け輪林
つまみ同 簾 ナ デ

孟
(須恵 器 )

軽
認

外
一内

凹
一酎

ナ デ  つ まみ 肉 に ,(杖の調 整 恨

ナ デ
灰色

～ l mm 貝占りlNlけ輪】赤
つまみ

蓋
(須恵器)

軽
Ｂ

拭
５

外 回転 ナ デ
灰 色

～ 3 mm 貝占リイ寸け輪】犬
つまみ一内 回転ナデ

霊
∽ 煮器う

つまみ径
56

回
同

ナ デ
灰 色

-2 mm 貼り付け輪状つまみ
スス付着

(須恵器)

つまみ径
58

外
一内

凹
一剛

ナ デ  つ まみ 肉 に ,I(猿 の調 整 猥

ナ デ
灰色

～ 5 mm 貝占り付け輪状
つまみ

蓋
(須恵器)

霜
お

９ま

６

外 :回転ナデ 外

内

灰白色

黄灰色
密 不 良

貼り付け輪状つまみ
根ノ木日DBc後半か
はぼ完形品内 :回転ナデ

郭
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一ヘラおこしのちナデ

灰白色
-2 mm
程度の砂粒
を含む

ｆ
良

，
不 重ね焼き跡

内 :回転ナデ 端部直下に浅い凹線状の
回転痕

琢
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一ヘラおこし

灰白色
′‐レ l nl

内 :回転ナデ
底―渦巻状の調整痕

必
(須恵器)

外 :回転ナデ
底―ヘラ起こし

灰色
-1 5mn

内 :回転ナデ
底一強いナデ

不
(須恵器)

外 :回転 ナ デ

灰褐色
-l mm

内 1回転ナデ
底一強いナデ

堺
(須恵器)

外 :回転 ナ デ

灰白色
～ 2n4

内 :回転ナデ
底一強いナデ

堺
(須恵器)

外 :回転 ナ デ の ち ナ デ

黄褐灰色
～ 2 mm

風化内 :回転ナデ
底一強いナデ

堺
(須恵器)

外 :回転ナデ
底―ヘラおこし

外

内

灰色

灰白色

～ 2 mn
重ね焼き跡

肉 :同豪 ナ デ

不
(須意器)

外

内

ナデのちナデ
灰白色

3
重ね焼き跡ナデのちナデ

堺
(須恵器)

外 :回転ナデのちナデ
内 :回転ナデのちナデ

灰白色 微砂粒 風化
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出土地点 器 種
法 量 (cm)

形態・手法の特徴 色  調 胎 土 焼成 備 考
口径 器 高 底径

D 堺
(須恵器)

外 :回転ナデ
底―ヘラおこし

灰白色
-1511m
程度の砂粒
を含む

や
良

や
不内 :回転ナデ

底―強いナデ

郭
(須恵器)

外 1回転ナデ
底一ヘラお し 外

内

灰色

灰白色
微砂粒

内 :回転ナデ
底一渦巻状のナデ痕

雰
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一ヘラおこし

灰白色 粒砂
ｍｍ
の
む

ｌ
度
含

”
程
を内 :回転ナデ

底―渦巻状のナデ痕

tTk

(須恵器)

外 :回転ナデ
底―ヘラお し

灰白色
-l mm 重ね焼き跡

完形品内 :回転ナデ
底―渦巻状のナデ痕

邪
(須恵器)

外 コ転ナデ
底一ヘラおこしのちナデ

灰白色
^V l nm

重ね焼き跡
内 コ転ナデ

底―渦巻状のナデ痕

外
(須恵器)

外 到猛 ナ デ
灰白色

～ l mm
一肉 司瞬 ナ デ

雰
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一焼成後の穿孔 灰色

-1 5mm 内 :黒 くすす
ける

肉 :同環 ナ デ

郭
(須恵器)

外 !回転ナデ
底―ヘラおこし 灰 色

～ l lnm
良好 貼 り付け高台

内 :同録 ナ デ の ち 十旨ナ デ

雰
(須恵器)

外 :回転ナデのち指ナデ
底一回転ナデのちナデ 灰白色

～ l mm
貼 り付け高台

肉 :同採 ナ デ の ち指 ナ デ

郭
(須恵器)

外

内

回転ナデ
は一回転ヘラおこしのちナデ 灰 色

～ 2 mm
貼り付け高台

回転ナデ

郭
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一爪状の調整痕 明青灰色

-1 5mm
貼り付け高台

内 :回転ナデ

郭
(須恵器)

外 回転ナデ
底―強い回転ヘラおこし 灰 色

～ 2 nm
貼り付け高台

一内 回転 ナ デ の ち指 ナ デ

邦
(須恵器)

外 !回転ナデ
底―ヘラおこし 灰 色

-2 mm ムロ
舟悧

高
釉

け
然

付
自

貼
内
着内 :同様 ナ デ

郭
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転ヘラおこしのちナデ 暗灰色

-2 mm
貼り付け高台

肉 :同録 ナ デ

`入

金 う

郭
(須恵器)

外 !lЦ 転 ナ テ

青灰色
～ 2 mm

貼り付け高台内 :回転ナデ
底―指ナデ

BIl?

(須恵器)

外 回転ナデのち指ナデ
底-2ヶ 所の通湿孔 灰色

～ l mm

一内 同転ナデのち指圧痕

帆

(須恵器 )

外

内

雲い回転 ナ デ
灰色

～ 34n
]転ナデ

E
i)

甕
働雀土器

外 :口端-3条の凹線
頸―ヨコナデ
体―多方向のハケのちナデ にぶい黄橙色

～ 2 Hln

内 :ロ ーヨコナデ
体―ケズリ

甕
鋤牲土器:

外:屎三真参皇貿経ょる「ノ」字状の連続
刺突文

外

内

灰黄褐色
にぶい黄橙色

-2 mln 外、内 :ス ス
付着

内 デ

ズ

ナ

ケ
一　
一

口
体

212 甕爛
外 :ロ ー4条の平行曲線

頸―ナデ 外

内

浅黄橙色

橙色

-2 mm わずかに金雲
母
外 :ス ス付着内 :口 ～頸―ナデ

体―ケズリ

甕
飾 牛十器

外 :ロ ー 7条の凹線のちナデ
頸～体―ナデ 外

内

にぶい黄橙色

浅黄色
^V l IFm や

良
や
不

風化 金雲母
V-2～ 3内 :ロ ー強いナデ

体―ケズリ

(弥牛十器

外:高
恋島交ぢ董得歌餐

の上下に半円の
灰黄褐色

～ l mm
良好 Ⅳ類

内 :ミ ガ キ

E
甕

(土師器)

早 紀 日縁

外 :橙色

内 :に ぶい黄橙色

-2 mm や
良

や
不 風化 金雲母

外 :ロサ デ
体一ハケのちナデ

内 :ロ ーナデ
体―ケズリのち指圧痕
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区

栃

掲

斎

コ

警
出土地点 器 種

法 量 (cn)
形態 。手法の特徴 色  調 胎  土 焼成 備 考

口径 器 高 底 径

E
ｎ̈

甕
(土師器)

如 忌 四 豚

外 :浅黄色

内 :に ぶい黄橙色

-24H
程度の砂粒
を含む

良好
スス付着
金雲母

外 :ロ ーナデのちハケのち指圧痕
体―ハケ

内 :ロ ーハケのちナデ
体―ケズ リ

甕
(土師器)

早 紀 国縁

黄橙色
-1 5allr

スス付着
外 :ロ ーナデのち指圧痕

体一多方向のハケ
デ

ズ

ナ

ケ
一　
一

口
体

内
指圧痕

甕
(土師器)

早 槌 口豚

外

内

にぶい黄橙色

灰責褐色
～ 3 mm スス付着

金雲母

ア^
の

ナ
向

コ
方

ヨ
多

一

一

口
体

外 指圧痕
ケ 指圧痕

一デ

ズ

一ナ

ケ

一
一　
一

一口
体

一内

甕
(土師器)

早 租 口 豚

外

内

灰掲色
にぶい黄橙色

～ 3 mm
外 :ス ス付着

痕圧
ケ

指

ハ

ち

の

の
向

デ
方

ナ
多

三口
体

外

一痕一圧一指
リ

一ち
ズ

一の
ケ

ム
ア
い

一ナ
粗

一
一　
一

百
体

一内

220 甕
(土師器)

220

如 恵 口縁

暗灰色
～ 2 mm

金雲母
外 :ロ ーヨコナデのち指圧痕

体―ハケのちナデ

内 :ロ ーヨヨナデ
体―ケズリ

娩
(十 師器)

77 指ナデ 指L娘
暗灰黄色

～ 2 mm

ケズ リのちナデ

222
坑

(土師器)
120

簡
`は

半 坦

:多方向のハケのち指圧痕
|:ナ デのち指F庸

橙色
～ l mm や

良
や
不

甑
(土師)

240
午 角 次 の 出 手 4可 融 外

内

橙色

明赤褐色
～ l mm

良 好 内 :ス ス付着外 :ナ デ
肉 :ケ ズ リのちチデ て入食う

郭
師

高
土 内 :ミ ガキ (?) 橙色

～ 2 mm やや
不良

風 化

225
甑

(■師)

穿 子とあ り

橙色
～ 2 nm

良 好 金雲母外 :ハ ケ
内 :ケ ズ リ 指 斤痛

甑
(土師)

デ
ケ

ナ

ハ

コ

テ

ヨ

タ
一　
一

口
体

外
外

内

浅黄橙色

黄灰色
～ l mm や

良
や
不内 ローヨコナデ

体―ケズリ

227 把手
(土師)

環状把手 赤褐色
～ l mm

良好

把手
(土師)

牛角状把手 にぶい責橙色
′-l mm

把手
(土師)

牛角状把手 浅黄橙色
～ l mm

230 製塩土器
(土師器 )

外 ローヨコナデ
体一平行タタキロ 外

内

にぶい橙色
にぶい黄橙色

-4 mm
玄界灘式か?

内 :回 ―ヨコナデ
体―ナデ

土錘
(土師器)

長

６ ｍ
期

にぶい黄橙色
～ l mll

釘状土製品
(土師器)

長

４ ∽
那

橙色
～ l mm

良好 鴫尾の釦か?

釘状土製品
(土師器)

(長 さ)

48
(幅
21 にぶい橙色

～ l mm
鴫尾の釦か ?

Ｅ
Ｄ

蓋
(須恵器)

ズ

デ

ケ

ナ
一
転

天
回

外
青灰色

1～ 2 mm
黒点状の粒

内 :同簾 ナ デ

235 蓋
(須恵器)

つまみ径
65

外 :天―ケズリ
回転ナデ 暗青灰色

1～ 2 nlln
員占り付け輪】犬
つまみ
焼成時の歪み肉 :同祭 チ デ

236
(須煮 器 )

つまみ径
74

外 :回 弘 ナ デ 外 :淡灰色
内 :暗灰緑色

1-2 mm 犬輪付
み

り

ま
貼

つ内 :同様 ナ デ (入 食 う

237 郭
(須恵器)

125
外 :回転ナデ

底一回転ヘラ切り痕 灰白色
05-
l mm

肉 :同環 ナ デ

郭
(須恵器)

外 :層
警丈テぉこしの渦巻が明瞭に残る

青灰色
～ l nln

貼り付け高台
内 :回転ナデ

底一指ナデ状の凹部あり

郭
(須恵器)

≫
痕

念
り

入
切

く
糸

デ
転

ナ
回

転

一

回
底

外
青灰色

石英
微砂粒

肉 :同録 ナ デ

イ
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転糸切り痕

内 :回転ナデ

外 :青灰色
内 :淡青灰色

粒
ｍｍ
砂

２
の
む

”
度
含

１
程
を

大田白不遺跡に
類品

一-104-―



第 4章 寺の前区の遺構と遺物

脇̈
Ъ
巧

�

番
出土地点 器 種

法 量 (cm)
形態・手法の特徴 色  調 胎 土 焼成 備 考

□径 器高 底径

E
Ш̈

郭
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転糸切り痕 淡青灰色 微砂粒 良好

内 :回転ナデ

堺
(須恵器)

外 :回転ナデ
底一回転糸切り痕のち

外

内
暗灰白色
灰白色

粒
ｎｎ
砂

２
の
む

一
度
含

１
程
を

貼り付け高台
肉 :同簾 ナ デ

皿
(須恵器)

扁 半 4L

青灰色
1～ 3 ala外 :口 ～体一回転ナデ (入念)

底一回転糸切り痕のち一部ナデ

内 :同録 ナ デ

(須恵器)

外 !上―多条の平行沈線
下―太い沈線で画す 外 :暗灰色

内 :灰色
1～ 2 ml

内 :同転 ナ デ

霊

(須恵器)

外 :回転ナデのちナデ
灰 色

l mm
奈良時代

内 :回転ナデ

(須恵器)

外 :回転ナデ 回転狼 を強 く看 けて抗線 とす

内 :輪い同録 ナ デ
白灰色

1～ 2 4ul
搬入品か?

(須恵器)

外 :回転ナデ
中-1条の凹線 灰色 密 奈良時代

内 :同転 ナ デ

硯 (?)
(須恵器)

外 :回転ナデ 上下位に 2条の凹線 外

内
青灰色

暗青灰色

1-2m41
程度の砂粒
を含む

奈良時代
内 :回転ナデ

甕
(須恵器)

外 :口、頸一回転ナデ
タタキロのち回転ナデ 外

内

灰青色

灰白色
1～ 5 nn

内 :日、頸一回転ナデ
同心円状のタタキロ

甕
(須恵器)

外 :上下方向の平行タタキロ 回転ナデ
灰 色

～ 2411n

内 :同心円状のタタキロ

甕
(須恵器)

外 :タ テ方向の平行タタキロ 外

内

灰黄色
にぶい黄橙色

～ l ulln や
良

や
不

内 :車輪様のタタキロ

甕
(須恵器)

外 :上下方向の平行タタキロ
下一回転ナデ 灰色

^レ l mm
良好

肉 :日応 円 牒 の ク ク キ 日

甕
(妬京器 )

ハ
一内

ナデ
竹管支様 同ギ、円状の2種類のタタキ日

灰 色
～ l mm

254 甕
(須恵器)

企二_RL2子伍空_イ _土且__回転オ_二 ___
内 !同心円IIR上 のタタキロのちナデか?

外 :暗灰色
内 :褐灰色

-l mm

255 甕
(須恵器)

外 :RL→上下→LRの平行タタキロを重ね
のち回転ナデ 黄灰色

～ l mm や
良

や
不 外 :自然釉

内 :タ タキロをナデ消す

甕
(須恵器)

外 :タ テ方向の太い平行タタキロ 外

内

灰白色

灰色
～ 2 mm

内 :同心円状のタタキロ ナ デ

(須 1器 )

外 :タ テ方向の平行 タタキロ
内 :ザル底のタタキ日

黄灰色
～ l Hun
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図
版
号

挿
図
番

出土地点 器 種
法 量 (cl l)

材 質 備   考
器長 器幅 器厚 重量 (kg)

iv) (多百 器 う 石

259 酌�
1230 敲打痕

凹み石か? 135 浅い凹み

砥石 159 線状痕

鋤
r

焼
鉛

短冊状の鉄板

鏃
器

刀子 (?)
(鉄器)

鎌
(鉄器)

子柄部が刃部に対して
三角に折れる

鎌
(鉄器)

着柄部は端部を斜めに
折り曲げる
鈍角着柄のナタ鎌
(払い鎌)

刀子
(鉄器)

椀形津 (?)

流動滓 刺突痕
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第 5章 ま と め

第 1章から第 4章に分けて記述 してきた天蔵寺・寺の前遺跡についてその特徴的な様相と事象に

ついて以下にまとめをしておく。

1.遺跡の立地・規模・ 時期について

天蔵寺・寺の前遺跡は井原川右岸の河岸段丘上にあり、その範囲は東西約300m、 南北約400mに

及ぶと考えられ、規模の点では於保知盆地内でも最大級の遺跡とすることができよう。時期的には、

検出された遺構と出土遺物から弥生時代中期を始発として古代から中 。近世に至る長大な期間にわ

たり継続的に営まれた遺跡といえる。とくに、古代 (奈良時代)の遺跡としては、その構造・規模・

性格の面で石見町域はもちろん、周辺に類を見ない規模と特徴を有 しており、江の川流域を中心と

した石見中山間地域における古代史の検討に欠かせない遺跡とすることができよう。

2.検出された遺構について

天蔵寺区においては緩斜面から中・近世古墓 2基の他 ピット等の遺構群が検出された。出土遺物

からすると現在の境内付近に弥生時代から中・近世に集落等が営まれた様子がうかがえた。今回の

発掘区域は川沿いの段丘平坦面と天蔵寺境内一帯の間のいわば緩衝地帯的な場所として存在 したこ

とが考えられよう。

寺の前区からは住居址23棟、掘立柱建物跡16棟以上を検出することができた。時期のほぼ明確な

住居址は弥生時代中期後葉のものが 1棟、後期のものが 1棟以上、古墳時代のものが 5棟以上、奈

良時代前半期が 1棟、奈良時代後半期のものが10棟である。弥生時代の住居址は例数が少なく、出

土土器量 も乏 しいので小規模集落が短期間存在 したと推定 しておく。古墳時代の住居址は調査区域

の東よりに密集 している。互いに重複 し、出土土器にも古墳時代前半期に属するもの、明らかに後

期の須恵器等が散見されるので古墳時代の全時期に安定的に集落が継続 したと思われる。奈良時代

に属する住居址は調査区域の中央から南西にかけて存在 し、SB-06～ 08、 SB-09～ 11の ように位

置を少 しずらしながら重複する例があるので時代の中でも変遷のあったことが想定される。

掘立柱建物については 1号が東寄りに位置する以外は調査域の西半分に集中していた。これらは、

10号、11号 の廂のような付設構造物を有する建物を中心にきわめて計画的に建設されたことが知 ら

れる。とくに、 3号、 4号、 5号、16号 の建物は間ロラインを南北に揃え、建物間も1.5～ 2.Omの

間隔を保っている。おそらく、10号、11号が本殿的建物で 2号～ 7号、16号を脇殿的建物として配

置 した南面開きの官行的集落が復元される。 この南面する一群の建物とは90度方向を異にする13号

～15号 の建物群が西寄りで顔を出している。さらに西側の町営住宅付近に中心を置 く建物群が存在

した可能性 も高い。この西端群と南面群との併行 。前後関係は不明であるが、南面群にも10号 と11

号、 6号 と7号の重複に見られるように明らかに変遷のあったことが判明する。それがいかなる理

由によるかは皆目不詳であるが、掘立柱建物が先行する住居を解体・廃棄 して造立された気配のあ

ることや出土土器等の遺物に奈良時代後半期のものが大量に存在することなどから比較的短期間に
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大規模な建て直 しの行なわれたことが考えられる。

3.出上遺物について

出土遺物では弥生土器・土師器 。須恵器・ 陶磁器の他に製鉄関連遺物等の存在が注目された。弥

生土器は天蔵寺区と寺の前区合わせて も数点で、 これ らか ら丼原地区での本遺跡の占める位置を想

定することはできない。同 じく古墳時代の遺物について も土器以外のものには接 しえなかったので

詳細は語 りえないことになる。舌J目 されるのは奈良時代後半期を中心 とする時期の上器、 とくに須

恵器の量 と器種の豊富さである。蓋堺類では明 らかに製法のことなるものが存在 した。例えば「窪

地」か らえ られた多 くの蓋堺 は焼成がやや甘 く、堺外面 に重ね焼 きの痕が明瞭に残 っていて特定の

窯か ら一括 して供給 された様子が うかがわれたところである。重・甕類のバ ラェティーの多いこと

や須恵器の円面硯の出土等にも本遺跡の性格の一端が表われている。

古代末か ら中世の輸入陶磁器類が少なか らず出土 したことも注意すべきであろう。碗皿類に加え

て香炉が得 られたことは中世期にあっても本遺跡が地域の中核的な集落として存在 したことを物語 っ

ている。 これ らの遺物を伴なう遺構 は未検出であるが、将来 さらに周辺域を精査 し、背後の山城の

調査等 も併せて本遺跡を位置づけることが望まれる。

4.全体として

邑智郡石見町井原所在の天蔵寺 。寺の前遺跡について、 これが奈良時代後半頃に最盛期をもつ官

衛的集落であり、その前史 と後史 も連続的に辿れる稀有の遺跡であることを明 らかにした。顧みる

と、多額の調査費 と人力を投 じた発掘事業であったが、調査者の経験不足 と非力、多事多忙の職務

等々のために遺跡が もつ諸側面を正確に把握することができなかった。 とりわけ、地層の把握 と記

録、住居址構造細部の認識 と記録において欠けることが多か ったことは遺憾の極みであり、深 く反

省するところである。願わ くは、本書を紐解かれる諸賢の寛容で深い洞察によって欠の補われん こ

とを期すところである。

末筆で恐縮であるが、発掘指導、本書刊行に甚大な御支援 と御協力いただいた各位に深甚の謝意

を申 し上げる次第である。

参考文献

松本岩雄他『弥生土器の様式と編年一山陽・山陰編 』1992年、木耳社.

大谷晃二「出雲地域の須恵器の編年と地域色J『島根考古学会誌』11、 1994年 .

島根県教育委員会編『石見空港建設予定地内遺跡 。埋蔵文化財発掘調査報告書』1992年 .

島根県教育委員会編『一般国道9号江津道路建設予定地内・埋蔵文化財発掘調査報告書 I― 鹿伏山・半田浜西・

三宮C遺跡 。久本奥窯跡―』1995年 .

日本貿易陶磁器研究会編『中世後期における貿易陶磁器の様相』2002年 .

大和村教育委員会編『江の川宅地等水防災対策事業に伴なう埋蔵文化財発掘調査報告書・郷上遺跡』1995年 .
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図版  I

天蔵寺・ 寺の前遺跡の俯敵

(点線で囲つた箇所が遺跡、左手の丘陵が中山丘陵)

図-1



図版 Ⅱ

1.遺跡の近景

(西方よ り)

2.遺跡の遠望

(西方より)

寺の前区全景

(発掘前 。東方より)

図-2



図版 Ⅲ

2.天蔵寺区発掘風景

(耕作土除去後)

1.天蔵寺区全景

(発掘前 。南方より)

天蔵寺区発掘風景

(南西部の遺構検出作

業)

図-3



図版 Ⅳ

1。 天蔵寺区東部で検出さ

れた遺構群

億 手の大型土抗SK―

03)

2.天蔵寺区山手の中央

部で検出されたピッ

ト群

(北方より)

図-4

3.天蔵寺区SK-03



図版 V

2.天蔵寺区 SK-02の
墳丘上に敷き詰めら

れた石

1.天蔵寺区SK-01

図-5

3.天蔵寺区SK-02



2.寺の前区発掘風景

(耕作土除去遺構確

認北東方より)

図版 Ⅵ

1.寺の前区発掘風景

(耕作土除去遺構確認

東方より)

上上.jl● F.F

寺の前区発掘風景

(耕作土除去遺構確認

北方より)

一鶯

図-6

つ
０



1.寺の前区発掘風景

(耕作土除去遺構確認

東方より)

2.寺の前区SB-02
(西方より)

寺の前区SB-04
(東方より)

図-7



2,寺の前区掘立柱建物

跡

(1帳■ 11号・ 1挙訣・

15号東北よ り左上の

土抗 =SK-01)

図版 Ⅷ

1.寺の前区密集状態で検

出された土器群

(SB-10・ 11付近)

3.寺の前区掘立柱建物跡

(10号・ 11号・ 14号・

北方より)

ダ
中一

図-8



図版 Ⅸ

2.寺の前区掘立柱建物

跡の長方形柱穴の検

出状況

1.寺の前区掘立柱建物跡

の円形柱穴の検出状況

3.寺の前区遺構検出後の

全景 徐方 より人が立っ

ているのは掘立柱建物

跡 3号・ 4号 )

図-9



2.寺の前区現地見学会

(町 内小学生対象説

明会の風景)

図版 X

1.寺の前区掘立柱建物跡

10号・ 11号 (北方より)

寺の前区遺構保存作業

風景 (真砂で遺構を被

服する)

図 -10



図版 �

期
1

天蔵寺区出土遺物

29

(そ の 1)

(外面)

図-11

(内面 )



図版 �

(外面)

に
５５

144

鯵
５５

天蔵寺区出土遺物 (その 2) (内面)

図-12



図版 Xlll

7一鱗
８‐

拳
７５７２

森
|  .67

枇

難癖転lⅢ

(外面)

82霧 鯵
75               81

鎖

７２

ｄ

６７

彎
９

天蔵寺区出土遺物 (内面)

図-13



図版 �

(外面)

寺の前区出土遺物 (そ の 1)

図-14

(内面)



図版 �

寺の前区出土遺物 (その 2)

図-15



図版 �

寺の前区出土遺物 (その 3)

図-16



剤
　
　
　
　
球一

版図

寺の前区出土遺物 (その 4) (内面)

図-17



図版 剤

寺の前区出土遺物 (その 5)

図-18



図版 �

(外面)

―
か

寺の前区出土遺物 (その 6)

図-19



図版 承

碑
144

Ｆ
‐７２

(外面)

を12

寺の前区出土遺物 (その 7)

図-20



図版 XXl

一
184

寺の前区出土遺物 (その 8)

図-21



図版 剛

249

(外面 )

寺の前区出土遺物 (その 9) (内面)

図-22



(外面)

爾
261

寺の前区出土遺物 (その10)

２５

(内面)

図-23
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